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序

文化財は祖先の営みを物語ってくれるもので、過去のみならず現在

の文化を理解するためにも重要なものであります。中でも埋蔵文化財

はその土地に深 く関係 しており、郷土をよりよく知るための鍵となる

ものです。

立山町にも数多くの埋蔵文化財が存在 しています。これまでも、上

段や吉峰をはじめとする丘陵上では頻繁に発掘調査が行われ、旧石器

時代や縄文時代の資料がたくさん出上しました。

このたび調査が行われた立山町北部地区にも、県内最大の円墳であ

る稚児塚古墳など、弥生時代から中 。近世までの遺跡が数多く知られ

ていました。しかし、この時期の遺跡で本格的な調査が行われたこと

はなく、その実態はよくわかっていませんでした。

この辻遺跡 。浦田遺跡の報告書では、弥生時代・古墳時代 。古代・

中世の資料がかなりまとまって報告されています。これは立山町のみ

ならず、県下全体の歴史資料の不備をうめるものであり、今後の研究

を進める上での貴重な資料といえましょう。本書が地域の歴史と文化

の理解に役立てば幸いであります。

最後に、調査に際しご援助いただいた富山県埋蔵文化財センターを

はじめ、調査にご協力いただいた地元や諸方の皆様に衷心より感謝い

たします。

1987笙F3ノ月

立山町教育委員会

教育長  坂 井 市 貞Б



例     言

1.本書は、昭和61年度に国庫補助金及び県費補助金の交付をうけて実施 した、富山県中新川郡立山町辻遺跡・浦田

遺跡緊急発掘調査の概要である。

調査期間、発掘面積は次のとおりである。

辻遺跡  試掘調査 :昭和61年 1月 9日 ・10日 、発掘面積約100m2

本調査  :昭和61年 4月 10日 から同 6月 28日 まで延49日 、発掘面積約1,200m2

浦田遺跡 試掘調査 :昭和61年 1月 13日 ・14日 、発掘面積約60m2

本調査  :昭和61年 7月 6日 から同 9月 3日 まで延27日 、発掘面積約550♂

2.調査は、富山県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受けて、立山町教育委員会が行った。

3,調査事務局は立山町教育委員会におき、社会教育課主事森秀典が事務を担当、社会教育課長松井哲男が総括 した。

また調査期間中は、富山県埋蔵文化財センターの指導・助言を得た。

4.調査担当者は次のとおりである。

富山県埋蔵文化財センター文化財保護主事池野正男、立山町教育委員会社会教育課主事森秀典。

5.自然遺物の分析については、金沢大学大学院吉井亮一氏にお願いし、その報告を本書に掲載させていただいた。

また、木製品の赤外線写真撮影については、富山県警察本部鑑識課にお願いし、写真を本書に掲載させてていただ

いた。記 して感謝の意を表します。

6.発掘調査から報告書の作成に至るまで、下記の方々から有益な御教示を得た。記して感謝の意を表します。

富山大学教授秋山進午、同助教授宇野隆夫、同助教授櫛木謙周、日嶋明人・湯尻修平ほか「土器をみる会」のメ

ンバ ー

7.本書の編集・執筆は、池野・森 。北川美佐子 (辻・浦田遺跡発掘調査補助員)が、富山県埋蔵文化財センター職

員の助言・協力を得て行った。なお文責は文末に記 した。

8.遺物写真は原則として 3分の 1で、それ以外の縮尺はそれぞれに記した。

凡例

1.遺物実測図中のスクリーントーンは、次のことをあらわす。
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I 位置と周辺の環境

立山町は、富山県の東南部に位置し、広大な常願寺川扇状地上に拓けた町である。

地形的には、三角洲や扇状地・河岸段丘・丘陵・溶岩台地さらに山岳高地におよぶ多様な地形が、標高約10mか ら

3,000mの間に、面積約300krに わたって展開されている。

このため、自然環境も変化に富んでおり、植生の面から見ても大きく4区分できる。

標高400m以 下は、暖温帯の照葉樹林帯に属し、かつて重要な食料資源であったカシ類が多い。

これに続いて標高600～ 700mま では、暖温帯の落葉樹林帯に属 し、カシ類にまさる食料資源であるクリ・コナラ・

クヌギ類の生育帯で、シカ・イノシシ 。ウサギ等の動物が育つ場でもある。

さらに標高1,500mま では、ブナ類の茂る冷温帯落葉樹林帯、1,500m以上は、亜寒帯の針葉樹林帯となっている。

今回調査を行った辻・浦田遺跡の所在する町北部地域は、常願寺川扇状地の端部湧水帯にあたり、栃津川や白岩川

をはじめとする中小河川が流入して、三角洲 。小支谷・自然堤防等による複雑な地形を呈している。

周辺には、先土器時代から中・近世に至るまで、ほぼ切れ日なく遺跡が多数存在する。

これらの遺跡の中で、今回調査を行った両遺跡に関連のあるものとしては、江上A遺跡 (弥生中 。後期)、 江上 B

遺跡 (弥生中期～古墳前期)、 中小泉遺跡 (弥生中・後期)、 正印新遺跡 (弥生中期～古墳)、 日中源兵衛腰遺跡 (弥

生後期～古墳前期)、 利田仕入遺跡 (弥生中期)、 稚児塚古墳、塚越古墳、藤塚古墳、本江・広野新遺跡 (古墳)、 利

田横枕遺跡 (平安前・中期)、 上末窯跡群 (奈良末～平安中期)、 弓庄城跡 (鎌倉～戦国)な どがあげられる。

Ⅱ 調査に至る経緯

1日 辻遺跡
遺跡は、昭和31年水田整地時に発見され、『町史』には辻西吉原遺跡と記されている〔安田 1977〕 。また、昭和53年

に行われたほ場整備に先立つ予備調査では、弥生時代から古代にかけての遺物が多数出土している〔酒井 1979〕 。

昭和60年 10月 、新川レジンエ業いの工場・倉庫の同地への建設が申請された。このため、町教育委員会は昭和61年

1月 9・ 10日 の2日 間試掘調査を実施し、濤などの遺構と多数の遺物を検出した。

この結果をふまえ、富山県教育委員会・立山町教育委員会 ,工事主体者の三者により協議・調整が行われ、工場建

設予定地のうち建物及び進入路の敷地となる部分を対象として、立山町教育委員会力洞町査主体となり、国庫補助をう

けて記録保存調査を実施することとなった。

発掘調査は、 4月 10日 ～6月 28日 の延49日 間にわたって実施された。発掘面積は約1,200m2で ぁる。なお、調査実

施にあたっては、富山県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受けた。

2日 浦田遺跡
遺跡は、昭和47年家屋新築に際して弥生土器が出土 した事により発見されたが、遺物包含状況など遺跡の性格は一

切不明であった。『町史』に1よ浦田需気遺跡と記されている。

昭和60年 H月 、家屋新築に伴う宅地造成の申請が提出された。このため、町教育委員会は昭和61年 1月 13。 14日 の

2日 間試掘調査を実施し、滞・穴などの遺構と数多くの遺物を検出した。

この結果をふまえ、富山県教育委員会・立山町教育委員会・工事主体者の三者により協議・調整が行われ、立山町

教育委員会が調査主体となり、国庫補助をうけて記録保存調査を実施することとなった。

発掘調査は、 7月 6日 ～ 9月 3日 の延27日 間にわたって実施された。発掘面積は約550m2で ぁる。なお、調査実施

にあたっては、富山県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受けた。

-1-
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第 1図 遣跡の位置と周辺の遺跡
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Ⅲ 調査の概要

1 辻遺跡
(1)立地と層序 (第 2・ 3・ 5図 )

辻遺跡は、北陸自動車道立山 I・ Cの北東部約 l km、 立山町辻字西吉原に所在する。このあたりは、常願寺川扇状

地扇端部の湧水地帯にあたり、さらに栃津川 。白岩川という河川に狭まれた地形になっており、周囲は水田が広がっ

ている。

遺跡は、栃津川東岸の小支谷によって関析された微高地上に立地する。この微高地は、南北約 l km。 東西約500m

の広がりをもち、北にゆるく傾斜 している。遺跡の範囲は、昭和53年 に行われた予備調査で、微高地のほぼ中央部に

東西200m・ 南北200mに わたって広がっていることが確認されている。標高は、21～ 24mを 測る。

層序は、第 1層 ・耕作土、第 2層 。砂層、第 3層・茶褐色粘質土層、第 4層・青灰色粘質土層の順序で堆積 してい

るが、地点によってはかなりの変化が見られる。耕作土は平均20cm程度の厚さであるが、砂層は調査区西側から10m

くらいには存在せず、茶褐色土層は調査区西側から約15mま での範囲に存在する (第 5図 )。 また、調査区中央以東

には、礫層が砂層と交互に帯状をなして存在する。 (第 5図 )。

第 3層 の茶褐色粘質土層は、弥生土器・土師器の包含層で、平均40cHlの厚さで、濤-12の西側にのみ広がっており、

調査区東側では見られない。

(2)弥生時代の遺構

住居-01(第 3。 4図、図版 3)

調査区の西北隅、 X5・ 6Y5。 6区で検出された。隅円長方形の平面プランをもつ竪穴住居跡であり、南北長辺

4.3m。 東西短辺3.5m・ 床面積15.1♂ を測る。壁高は、北側が23cm。 南側が 8 cmと 南側が極端に低 く、南壁は明確な

立ちあが りをもっていないが、床面はほぼ水平を保っており、後世に滞-01の掘削に伴って削平されたものと考えら

れる。

床面の検出時は、覆土と床面の見分けが困難な状況で、柱穴は検出できなかったが、住居ほぼ中央と東壁近 くから

穴 (Pl・ P2)を 検出した。 PIは径35cm・ 深さ15cmの不整円形、 Pゼ は長径48cm。 短径44cm・ 深さ30cmの 楕円形で東

側に段をもつ。また、 P,の北側に、比較的まとまって焼土が検出されており、直上から炭化物が多量に検出されて

いることもあわせて、炉跡と考えられる。

覆土は 3層からなる。第 1層 は明黄灰色粘質土で、炭化物をわずかに含む。第 2層 は暗青灰色粘質土で、炭化物を

多量に含む。第 3層 は暗青灰色粘質土で、住居の南側から第 1・ 2層 の下へ流れ込む様に堆積 している。また、住居

中央の床面直上から、かなりの広がりをもって炭化物の薄い層が検出された。

遺物は、少量ではあるが比較的まとまって出上 しており、 2個体 (第 9図 4・ 8)が復元できた。両者とも、肩部

に束1突列点文を施す甕で、時期は弥生時代後期と考えられる。

遺構の時期は、遺物と同じ弥生時代後期と考えられる。

穴-31(第 3・ 4図、図版 3)

調査区西隅近く、X4・ 5Y5。 6区で検出された。隅円長方形の平面形態をなし、長辺2.5m。 短辺 lm・ 深さ12cm

を測る。主軸はN-48° ―Wを さす。覆土は、遺物包含層と同じ茶褐色上の単層である。遺物は出土 していない。

平面プランから見て、土壊墓の可能性があるが、時期等の詳細は不明である。

なお、南西壁にある穴は、後に掘られたものである。

穴-49(第 3・ 4図 )

-3-
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調査区西端近 く、X4Y4・ 5区で検出された。平面形態は、不整円と半楕円の接 した形で、長軸1.6m、 最大幅1.lm

を測る。主軸はN-89°一Wを さす。覆土は、遺物包含層と同じ茶褐色土の単層である。遺物は、高杯の脚部 (第 9

図18)、 長頸壺 (第 9図 1)、 底部 (第 9図 6)が出土 している。

時期は、弥生時代後期と推定される。

穴-67(第 3・ 4図 )

調査区西側、遺物包含層の東端近 く、X4Y7区 で検出された。平面形態は楕円形で、長軸75cm・ 短軸70cm・ 深さ

42cmを 測 り、 3段掘 りになっている。覆土は、遺物包含層と同じ茶褐色土の単層である。

遺物は、甕 (第 9図 12。 15)。 有孔鉢 (第 9図 13)が出土 している。特に15は 、穴-68出土の破片と接合し、復元

できた。

時期は、弥生時代後期と推定される。

溝-12(第 3・ 5図 )

調査区中央西寄 りで検出された。西側の遺物包含層を切る形で、南西方から北東方に走る大滞である。

層序は、第 1層 明茶褐色土、第 2層暗青灰色土、第 3層明黒褐色土、第 4層砂礫層となっているが、かなり複雑な

互層を形成している。なお、第 4層 に含まれる礫は、角のとれた川原石であり、調査区中央から東にかけて広がる礫

層の石と同質のものである。

また、この滞を境にして東と西では土質が全 く異なっており、濤以東には砂礫の層が広がり、西側に厚 く堆積 して

いた茶褐色粘質土 (遺物包含層)は見られない。

遺物は、第 3・ 4層 から小型の蓋 (第 9図 14)、 長顕壼胴部 (第 9図 7)、 甕口縁部 (第 9図 11)、 鉢 (第 9図16)等

が出上 している。

以上から考えると、この大滞は自然流路であり、恐らくは栃津川の氾濫によってできた支流 (あ るいは本流)であ

ろう。また土層形成の順序は、まず西側の遺物包含層が堆積 し、次に包含層を削って流路が形成され、その後砂層が

堆積 した上に奈良時代以降の人々の生活が営まれたと考えられる。

(3)奈良時代の遺構

穴-76(図版 3)

調査区東側のX5・ 6Y12区、滞-01と 濤-02の 間で検出された。焼土穴で、中央がややくびれた楕円形 (繭形)

の平面形態をなし、長軸1.5m・ 短軸 lmを測る。主軸は、ほぼ南北線に沿っている。覆土は、周囲と同じ黄灰色砂

質上である。

遺物は、遺構から直接は出上していないが、隣接 した (北東50cm)位置からハケメ調整の上師器甕 3個体 (第 19図

9。 12・ 13)が一括出土 しており、出土状況から見て遺構に伴うものと考えられるが、性格等は不明である。また、

覆土が周囲の土と同質なのは、冠水を受けたためであろう。

穴-77(第 4図、図版 3)

調査区東側のX5。 6Y13区、濤-02の東側で検出された。部分的に薄い焼上が見られ、不整形の平面形態をなし、

直径1.3m前後・深さ 5 cmを 測る。覆土は、周囲と同じ青灰色砂質土である。

遺物は、ハケメ調整の把手付小型土師器 (第19図 8)。 ロクロ成形の土師器甕が出土している。

遺構の時期は、遺物から奈良時代 (8世紀前半)と 考えられるが、性格等は不明である。また、覆土が周囲の土と

同質なのは、冠水を受けたためであろう。                              (森 )
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(4)中世の遺構 (第 3・ 5図 、図版 2)

遺構は、表土・旧耕作土を掘 り下げた面で大小 2条 の滞が検出された。発掘区を東西に横切る大濤を濤-01、 南北

に走る小滞を濤-02と する。

溝-01 発掘区の北側半分を東西にほぼ直線的に走る大滞で、X5Y12区 で北方に大きく直角に曲がり、「 莉 形

を呈する。全長42mで、上面幅約2.2～ 3.2m、 底面幅約1.5～ 2.4m、 深さ約0.3～ 0,7mを 測る。断面形は「▼」形を

呈し、溝底は平らになっている。発掘にあたり、任意に西側よりA～ Hの 8区に分けた。濤底面の状況は場所により

異なった様相を示している。約0.5～ 0,7mと 比較的深いA～ C区 は、粘性の強い暗青灰色土となっている。急激に約

0.3mと 浅 くなるD区の一部には李大の礫を含む暗青灰色砂礫土がみられる。 E～ H区においては粒子の細かい暗青

灰色砂質土となり、深さは約0.3mを 測る。これらのD～ H区の土は濤の肩の堆積土層に呼応するものである。覆土

は、大まかに 3種類に分類でき、レンズ状に堆積 している。①層は、明黒褐色土層中に明茶褐色土が小さなブロック

状に混入する暗茶褐色土。②層は、明黒褐色土層中に黒褐色土・暗青灰色土が小さなブロック状に入り、僅かに炭化

物を含む明黒褐色土。③層は、粘性が強い黒褐色土層中に暗青灰色土ブロックを多く含んでいる黒褐色土である。比

較的深い西傾1の 2つ のセクションには、③層の下に粘性が強い黒褐色土がブロック状に混じる暗黄灰色土が堆積して

いる。

遺物は、大量の木製品と若千の土師質小皿が出土している。②層の明黒褐色土層中にも幾らか見られたが、大半は

③層の黒褐色土層中、及び濤底面で検出された。木製品の出土は、ほぼ濤全区に渡っているが、特にB・ C区に集中

している。各区に分けてその種類内容をあげると、A区 (工具の柄)、 B区 (漆器・底板・杭・幅約10cmで長さ約 3m

以上の板等)、 C区 (漆器・箸 。曲物・糸巻き部品・人形や刀形や陽物等の木製模造品・板碑状木製品 。柄等)、 D区

(板碑状木製品・駒形等)、 E区 (箸等)、 G区 (糸巻き部品・箸等)、 H区 (杭 。狭入 りの約60cmの 板等)である。

この他に大量の建材を砕いた板・棒状の木片が出土した。特にB～ D区の出土品は祭祀的色彩の濃い遺物が多 く、そ

れも集中して出土 している。各区における出土遺物の絶対レベルはほとんど変わらないため、遺物堆積時における濤

底面のレベルも全体に渡って高低差が無かったと推測される。当時の滞は、流れというものがほとんど無い、澱みの

ような状態を呈 していたのであろう。遺物は、付近で何らかの祭祀を行なって、一括投棄され、それが滞底に溜った

ものと推測される。祭祀の回数については不明である。

濤-01は、プランの形状からも建物の周滞のように考えられるが、発掘区内においては柱穴等の遺構は確認されなか

った。上市町江上 B遺跡〔宮田 1981〕 では、溝に区画された15m× 20mの長方形の中に 3棟の建物跡が見つかってい

る。濤-01も このような性格を有 し、滞がイ申びる発掘区北狽1の隣接する水田下に関連する建物群があると推測される。

時期は伴出の土師質小皿によって、13世紀前半と考えられる。他に、自然遺物として、桃核・ トチの実等が出ている。

溝-02 濤-01H区の1.5m東側に隣接 し、蛇行 しながら南北に走る「M」 字状の濤で、南端は試掘 トレンチによ

って断ち切られている。全長33m、 上面幅約1.5～ 3.3m、 下面幅0,8～ 1.8m、 深さは最深部では54cm、 浅い所では11卿

を測る。滞-01に比べて企画性に乏しく、いびつな形を呈する。断面形は「V」 形で、覆土は 2層 より成る。上面は

粘性がある黒褐色土、下面は有機物を多く含んだ柔らかい黒褐色土が堆積する。特に深く、幅広になっているX3Y

12地点では柔らかい黒褐色土層が深 く、その中に薄い黄灰色粘質土が入り込んでいる。

遺構に付属する遺物は全 く検出されなかった。時期は土層堆積】犬況から推測するしかないが、発掘区は栃津川の氾

濫原であり、第 5図の南北壁土層図が示すように複雑を極める。濤-02の濤底面の砂礫層は発掘区東恨Jのみに見られ

るものである。北壁土層図を見るに、奈良 。平安時代の遺物を含む暗青灰色粘質土層を断ち切って掘 り込む事から、

これより新 しい事は確かである。覆土が、濤-01と 大きく異なり、自然流路とも考えられる。明確なる時期は判定し

難いが、とりあえずこの項で述べた。
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(5)弥生・古墳時代の遺物

弥生・古墳時代の遺物は調査区西側のY3～ 7ラ インまでに残る暗茶褐色包含層からの出上が大部分である。Y7

ライン以東の調査区には暗茶褐色包含層が認められず、砂層、砂礫層中からの散発的な出土であった。出土状況は、

小破片で出土するものが多く、その中で、完形に近いもの、大型破片がわずかに見られた。またX5Y5区 からは、

直径 3m程に広がる土器ダマリと呼べるほどの遺物が集中した地点があり、ここからの遺物は、復元個体の割合が高

かった。土器以外の遺物としては、石器・土製品がある。石器類には、ヒスイなどの原石・緑色凝灰岩の未成品・台

石・砥石があり、土製品には紡錘車がある。

土器の分類は、包含層からの出土が大部分である状況から、住居跡、穴、濤などの遺構出土遺物も含めて一括 して

器種ごとに分類した。また、全形を知 り得ない器種が多 く、主に日縁部の形態差によった。

器種は、壺・甕・鉢 。高杯・器台・蓋がある。

壺 (第 6図 )

壺は、Al・ Aゼ・ B o Ci・ C2・ D・ E・ Fi～ Fむ 。G・ HoIoJ・ K・ Lがある。全体に出土量は少ない。

壺A (第 9図 1・ 19～ 23)Al(1'19～ 21)直線的にのびる長頸の壺。19はやや九味をもった体部が付 く。頸

部内・外面はハケメ調整が多い。A2(22・ 23)外傾気味にのびた長頸の壺で、23の頸部外面にヘラ書きがみられる。

重B (第 10図 3)直線的にのびた頸部は日縁都近 くで肥厚 し、端部は内傾 した幅広の口縁帯をもつ。

重C (第 10図 11。 15。 16、 第12図13)Ci(第 10図 11)張った体部に大きく外反した口縁部が付き、端部はヨコ

ナデによって面をもつ。体部調整は外面がハケメの後ヘラミガキ、内面はハケメ調整。C2(第 10図 15。 16、 第12図 13)

はClに 口縁形態が似るが、縁端部を上下方向に広げた壼で、15。 16に は 2条の擬凹線を施す。

壺D(第 10図 5)稜が明確でない有段状の壼で、狭い口縁帯をもつ。 3条の幅広の擬凹線をもつ。

壺 E(第 10図 10)大 きく外反した日縁部の端部を尖 り気味におさめた壷。頸部外面に低い段を設けるが全周しない。

口縁部・体部上半外面に赤彩。

重 F(第 10図 1・ 2・ 6。 8・ 9。 13・ 14、 第18図 6)Fi(第 10図 1・ 2、 第18図 6)比較的広い口縁帯をもつ有

段の壷で、2の端部は外反して尖 り気味におさめる。1の 口縁部は細かなハケメ調整され、内・外面赤彩する。F?(第

10図 8・ 9)大型の有段口縁の壺で、 9の外面にはスタンプで押された同心円文に、同心円文の上下を結ぶ 2本の沈

線による装飾を施す。 F3(6・ 13・ 14)狭い口縁帯をもつ有段口縁壷。14の体部内・外面はナデ調整。底部は尖 り

気味になると推定される。

重G(第 9図 2。 3)丸味をもって内傾 した口縁部に、端部がわずかに立ち気味におさめた無頸壷。 2の外面は赤

彩され、内面は浅いケズリ調整。

壷H(第 9図 6・ 7・ 24・ 25)細頸の長い顕部をもつ小型壼を一括 した。全形がわかる資料はなく、赤彩品が多い。

重 I(第18図13)装飾壺。全形を知 り得ないが、体部下半は直線的に外傾 し、途中で鋭角に折れてのびる。頸部は

有段状になり、 2～ 3条の幅広の擬凹線がめぐる。

重 J(第 10図 4)直線的に開いた口縁部に九味をもった体部が付 く小型壺。体部の内・外面ナデ調整。

壷K(第 10図 12)「 く」の字日縁に大きな平底の底部が付 く。口縁部は甕 Diと 同一形態、体部外面は、ナデ、内面

はハケメ調整する。

養 (第 7図 )

甕は、A:～ A6・ BI～ B7。 Ci～ C5° Dl・ D2・ E・ FoG

出土量は最 も多い。

斃A(第 10図 19、 第11図 1～ 7・ 19、 第16図 11～ 13、 第18図 1・ 5)擬凹線を施 した有段口縁の甕を一括 した。
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AI(第 11図 2～ 7)縁端部を上下方向にわずかに引き出し、狭い口縁帯をもつ甕。 2～ 3条の擬凹線がめぐり、 6・

7は深 く、 4は非常に浅 く痕跡程度に施す。体部外面に斜方向のハケメ、内面はケズリ調整。Az(第 11図 1)縁端

部を上方向にやや広めに引き出した甕で、 3条の擬凹線がめぐる。体部調整は、外面ハケメ、内面はケズリ調整。ま

た、体部肩にはクシ状具による斜行列点文を施す。A3(第 10図 19)屈 曲部の稜が明瞭でなく、縁端部は九味をもっ

ておさめた甕で 5条の擬凹線がめぐる。体部は歪みが大きいが、張 リカ羽弓く長い。体部内面調整は浅いケズリ。Al(第

11図 19)幅広の日縁帯をもち、縁部は平坦な大型奏で 8条の擬凹線がめぐる。A5(第 16図 11～ 13、 第18図 1・ 5)

比較的幅広の口縁帯をもち、端部は外反して、尖 り気味におさめる。外面には 3～ 5条の浅い擬凹線がめぐる。11～

13は小型甕で、体部は張 りが弱 く、九味をもつ小さな底部。調整は内面がナデ、外面はハケメ調整。

養B(第 9図 4・ 8・ 11、 第11図 9～ 11・ 13～ 15。 20～ 26、 第16図 14、 第18図 2・ 3・ 9)無文の有段口縁の甕。

Bl(第 11図 9)日縁形態はA,に似る。 1条の擬凹線がみられるが全周 しない。 Bゼ (第 9図 4、 第11図 13・ 25)狭い

口縁帯の甕。第 9図 4に は張 りが弱 く長めの体部が付 く。体部調整は外面が斜方向のハケメ、内面にはケズリが施さ

れ、肩には列点文が入る。B3(第 11図 11・ 14・ 23)日縁部と頸部の長さが同程度で、稜が明瞭な甕。BI(第 9図 8、

第11図20。 22)有段口縁の屈曲部をつまみ出した様に張 り出させた斐。第 9図 8の体部外面肩にクシ状具による刺突

列点文を施す。内面調整はハケメ。 B5(第 11図 10・ 15。 24)有段部分外面の屈曲稜が明瞭でない甕。 Bs(第 11図

21)有段口縁の回縁部が真上にのび、体部の張 りが強い斐。体部外面にハケメ、内面ケズリ調整。 B7(第 11図 26、

第16図 14、 第18図 2・ 3・ 9)顕部に対 して日縁部が長 く、口縁全体が厚作 りで、端部は外反して尖 り気味におさめ

た甕。第18図 3は、体部内外面に浅いケズリが入る。

菱C(第 9図 12・ 15、 第12図 1～ 7)受 口状の口縁を一括 した。CI(第 12図 1)は大きく外反 した頸部に鋭角に

折れて真上にのびる日縁部が付 く。端部はヨコナデによって面をなし、内傾する。口縁屈曲部にクシ状具による刺突

列点文、体部外面に平行沈線文を施す。 C2(第 12図 2)屈曲による稜が明瞭でなく、端部を九 くおさめる。日縁屈

曲部外面にクシ状具による刺突列点文、体部外面には平行沈線文、刺突列点文を施す。内面はハケメ調整。C3(第

9図 15、 第12図 4・ 6)口縁部を外傾気味におさめた甕。口縁屈曲部及び体部外面に刺突列点文を施す。施文具は第
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9図 15が クシ状具、第12図 6は小さな竹管を束ねたようなもので施す。体部の張 りは弱 く、大きな中凹みの底部が付

く。調整は内 。外面ハケメ調整。C,(第 12図 3・ 5)口縁が内傾する甕で、端部は面をなす。 CF(第 9図 12、 第12

図7)無文の甕で、第 9図 12の体部は内・外面ハケメ調整。

甕D(第 11図 8,17・ 18)Dl(17・ 18)上方向につまみ上げて幅の狭い口縁帯を作 り出した甕。直立 (]8)、 外傾

(17)があり、体部内面にはケズリ調整。D2(3)外傾度の大きい頸部に、真上につまみあげた狭い日縁部が付 き、

端部は尖 り気味。体部は下膨れ状になり、調整は外面がハケメ、内面がケズリ調整。

甕 E(第 H図 12)内傾 した比較的幅広の回縁帯をもつ甕。

甕 F(第 12図 14)口縁端部を折 りまげ、斜下方向に大きく引き出した甕。

甕G(第 9図 9、 第11図 16、 第12図 9)上方向にわずかに引き出された幅の狭い口縁をもつ甕。第12図 9の 回縁外

面に 1条の擬凹線がめぐる。第 9図 9、 第12図 9は、体部の張 リカ巧身い小型甕で脚の付 く可能性がある。

甕 H(第 18図 10)直立気味に引き出された口縁が付 き端部が尖る小型甕。体都外面はヘラによるナデ、内面はナデ

調整する。

養 I(第 10図 17)壷 Cゼの口縁部形態に似る。口縁はヨコナデによって狭い面をなし、 1条の擬凹線がめぐる。体

部最大径は中位よりやや上にあり、内・外面ハケメ調整。底部は強い熱を受けて赤褐色を呈する。口径13.4cm、 高さ

18.2cm。

養 J(第 12図 8)縁端部を下方向に引き出して、面をなした大型甕で、答部外面ハケメ、内面はケズリ調整。

養K(第 9図 10、 第H図27～ 29、 第12図 10・ 11・ 20、 第13図 1、 第16図 1～ 10、 第17図 1～ 6。 8～ 10。 12・ 16)「 く」の

字口縁で、端部が内傾する面をもつ甕及び小型甕を一括 した。 Kl(第 9図 10、 第12図 11、 第17図 3)口 縁部全体が

厚作 りで、途中で外傾度を変えない甕。第 9図 10は ヨコナデによって面をなし、体部内面は浅いケズリ調整。第 12図

11は 端部を上方向に引き出して面をなし、体部内面はナデ調整。K2(第 12図10)「 く」の字に折れる屈曲部が錠角な

甕で、縁端部を上下方向に引き出して面をなす。K3(第 16図 8、 第17図 2・ 9。 10)顕部内面に鋭い稜をもち、な

だらかに「 く」の字状にのびる甕で、狭い幅の面をもち、 1条の浅い凹線を施すものもある。体部内面は、第16図 8

が全面に粗いハケメ、第17図 2が粗いハケメと浅いケズリ、他はナデ調整。KI(第 16図 1・ 2・ 4・ 6、 第17図 1・

4～ 6。 8)K.に似るが、頸部内面は九味をもって折れ、途中で外傾度を変える甕。端部は斜上方向につまみ上げ

られて面をなし、 1条の浅い凹線を施 したものが多い。第16図 1は体部の短いもので、中凹みの小さな底部が付 く。

体都調整は外面力ヽ横・斜方向のハケメ、内面がナデ調整。第17図 1の体部内面上半に浅いケズリが入る他は全て ナデ

調整。また、頸部内面に綾杉状のハケメが残るものも多い。Ks(第 16図 3・ 5'7)Klに似るが、頸部が直立 気味

にのび、口縁部近 くで折れる甕で体部内面はナデ調整。 Ks(第 12図 20、 第17図 12)張 りの弱い長い体部に外彎 気味

にのびる長い口縁部が付き端部は面をもつ。両資料の体部形態は異なり、第17図 12に は下膨れの体部が付 く。第12図20

の合部調整は外面が斜方向の粗いハケメ、内面がナデ調整。第17図 12に は外面上半に横方向のハケメ、下半に浅い ケズ

リ、内面はハケメの後ナデ調整する。KT(第 11図27～ 29、 第16図 9・ 10)月 型ヽの甕を一括 した。第16図 9・ 10、 第

11図27の 回縁端部は内彎気味におさめる。第11図28に は比較的大きな平底の底部が付 く。Ks(第 13図 1)体著躊径を

しのぐ大きく外反する回縁が付 く甕で、端部は面をもつと推定される。体部は長 く、下半は尖 り気味にのびる。 下半

外面に接合痕を残 し、この部分に横方向のケズリが入る。内面はナデ調整。K9(第 17図 16)口縁形態不明。底請Ь中

央に焼成前に穿孔される。体部外面には粗いハケメ、内面はナデ調整する。

養 L(第 9図 5)頸部の屈曲が弱 く、内彎気味におさめた甕で体部内 。外面は細かなハケメ調整する。

養M(第 12図23)「 く」の字口縁の甕で端部は外傾する面をもつ。

養 N(第 12図22)縁端部内面を肥厚気味におさめた甕。体部内面はナデ調整。
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奏O(第 12図 16。 18・ 19,21・ 23～ 25、 第13図 2、 第17図 7・ 11)「 く」字口縁の甕で端部を九 くおさめたものを一

括 した。OI(第 12図 16。 18・ 19、 第17図 7・ 11)ゆ るやかなカーブを描いてのびる奏で、第17図 7の体都最大径は

中位よりやや上にあり、下半は尖 り気味にのびる。体部調整は、外面上半に斜方向のハケメ、下半にケズリが入 り、

内面は粗いハケメ調整する。02(第 12図 19・ 21・ 24・ 25、 第13図 2)口縁部の器壁が薄 くなり尖 り気味におさめた

甕で、外彎気味のもの、直線的にのびるものがある。第12図 25、 第13図 2の体部は球形に近 く、底部は九底になる。

体部調整は外面にハケメ、内面はハケメの後ナデる。口径15,6。 16.7cm、 高さ24。 1・ 25.2cm。 第12図24は体部が長 く

なり、時期が下る可能性がある。

鉢 (第 8図 )

鉢は、Al～ Aぅ 。B・ C・ Dl・ Dゼ・ El～ E6° F,・ F2がある。出土量は少ない。

鉢A(第 9図 17、 第13図 3・ 5・ 9～ 12)有段口縁の鉢を一括 した。A,(第 13図 10。 12)日 縁部の屈曲が明瞭で

内面に稜をもつ。Az(第 13図 5)口縁部に刺突列点文、体部上半に平行沈線文、刺突列点文を施す鉢で外面は細か

なハケメ調整する。A3(第 9図 17、 第13図 9)幅広の口縁部が付き赤彩する。A,(第13図 3)大型の鉢で、口縁部

はヨコナデ、体部はハケメ調整。A5(第 13図 11)扁平な体部で底部との境はない。顕部の屈曲が弱 く段が不明瞭な

鉢で、口縁外面に浅い擬凹線がめぐる。

鉢 B(第 9図16)2段 に折れる鉢で、薄 く仕上げられている。

鉢C(第 13図 4・ 6)口縁部が「 く」の字状に折れた鉢。6は平底の底部が付 き、体部外面はハケメ、内面はナデ調整。

鉢D(第 13図 7・ 8、 第17図 13)日 縁部と体部の屈曲が凹み程度の鉢。Dl(第 13図 7・ 8)「ハ」の字状に開いた大

きな口縁部に丸味をもった体部が付 く。 7は外面・口縁部内面を赤彩する。口径 10。 4cm、 高さ5.3cmo D2(第 17図 13)

脚が付 くと推定される鉢で、内・外面赤彩。

鉢 E(第 15図 6～ 18、 第18図 11)その他の鉢を一括 した。 El(第 15図 6～ 8。 10～ 13)月 さヽな底部に縁端部は内

傾気味におさめた鉢。E2(第 15図 9)皿状の鉢。E3(第 15図 15。 18)体部途中で屈曲し、縁端部力萌卜傾気味の鉢。

El(第 15図 14・ 16)椀状の鉢。 Eら (第 18図 11)中型の鉢で内面は浅いケズリ。 Es(第 15図17)中型の鉢で日縁部は

折れて外傾する。

鉢 F(第 9図 13、 第13図 13～ 15、 第18図 12)有孔鉢。 Fi(第 13図 15)平底の底部に5ヶ 所の穿孔がある鉢。体都

外面ハケメ、内面はケズリ調整。口径12.8cm、 高さ14cmo F2(第 9図 13、 第13図 13・ 14、 第18図12)通有の有子し鉢。

第 9図 13は 内・外面ハケメ調整する。

高杯 (第 8図 )

高杯は、Al・ A2・ B° C・ D・ E・ F・ GoHがある。出土量は少ない。

高杯A(第 14図 5～ 7、 第15図20)Al(第 14図 5～ 7)口縁部の長さが体部より短いものを一括 した。縁端部は

内傾する面をもつもの、内面を肥厚 したもの、九 くおさめるものがある。第14図 7は深い杯部に、円筒状の脚部が付

く。脚端部は外側に肥厚 し面をもつ。脚屈曲部に 3個の円孔を穿つ。日径24cm、 高さ21.lcmo Az(第 15図 20)河 型ヽ

の高杯でAlと 同形態。日径14cm。

高杯 B(第 14図 1・ 3)口縁部高が体部高より大きい高杯。 3は縁端部内側を 2段 に肥厚 しスタンプ文を施す。脚

は棒状有段脚となり、台端部は上方にわずかに折 り返され、ほぼ水平に幅広の面をもつ。台都中位よりやや上に 2個

1対の円孔を3ヶ 所に穿つ。口径31.8cm、 高さ26cm。 脚台部径22.4cm。

高杯C(第 14図 2・ 8)日縁部と体部の長さが同程度か、越えるもので端部は九 くおさめる。

高杯D(第 14図 10)杯部が有段口縁状をなす高杯。屈曲は口縁部を肥厚させただけで形骸化する。日縁部は直線的

に開き、端部で折れてさらに外傾度を増す。脚はわずかに弧をえがきながら開く。杯部と脚部の高さはほぼ等 しく杯
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部外面、脚部内・外面を赤彩する。

高杯 E(第 14図 9'11)内彎気味にのびる杯部に、直線的に開く脚部が付 く。第14図 9の杯部には有段口縁状の形

骸化 した段が付き、縁端部は九 くおさめる。日径18.8cHl、 高さ11.6cHlを 測 り、杯部と脚部の高さは同程度。

高杯 F(第 14図 12・ 13)内 彎気味に大きく開いた杯部に、直線的に開く脚部が付 く。縁端部は九味をもっておさめ、

13の 内面にはハケメ調整痕を残す。脚都中位には、12が 3個、13が 5個の円孔を穿つ。杯部と脚部の高さはほぼ同程

度。13の 口径21.2cm、 高さ12.3cm。

高杯G(第 14図 18)脚 部破片。弧を描きながら大きく開く高さの低い脚で、中段よりやや上位に4個の円孔を穿つ。

調整は外面がヘラミガキ、内面ハケメ調整。

高杯 H(第 18図19)脚部破片。脚部中位で屈曲し、大きく開く。

器台 (第 8図 )

器台は、Al・ A?・ BoC・ Dがある。出土量は少ない。

器台A(第 15図 1～ 4)筒状の器台。Al(2～ 4)全形を知 り得るものはない。受部と脚部がほぼ相似形でラッ

パ状に開く。 2の脚部に円孔を穿った痕跡を残す。 Aゼ (1)ラ ッパ状に開く脚部に外上方に直線的にのびる受部が

付 く。受端部は面をもち、 1条の浅い擬凹線を施す。受部径が脚部径よりわずかに大きく、16.7cm、 高さ1lcmを測る。

脚部中位に 3個の円孔を穿つ。調整は外面ハケメの後ヘラミガキ、内面にヘラミガキ、ヨヨナデを施す。

器台B(第 14図 4)有段口縁の大型器台で、受部の内外面を赤彩する。

器台C(第 15図 28、 第18図 16)有段日縁状の受部が付 く小型器台。第18図 16の 脚部はわずかに弧を描 きながらラッ

パ状に開き、タト面ヘラミガキ、内面ハケメ調整する。第15図 28に 2個 1対の円孔、第18図16は 2個 1対の円孔を3ヶ

所に穿つ。第15図 281よ 全面赤彩する。

器台D(第 15図27・ 29、 第18図 14・ 15。 17)内鸞気味にのびた小さな受部にラッパ状に開いた脚部が付 く小型器台

で受端部は九 くおさめる。第18図 17は脚のしまりが強 く、全体に薄作 りで脚部内面をハケメ調整するなど他の個体と

趣きを異にする。脚都中位に円孔が穿たれ、第15図27・ 29、 第18図15が 3個、第18図 14・ 17が 4個認められる。また

第15図 27、 第18図 14は全面赤彩する。高さは7.8～ 8.4cll。

蓋 (第 8図 )

蓋は、A・ Bがある。全形を知 り得る資料が少ない。

蓋A(第 15図23。 26)笠状に開いた体部に、中央部が凹む大きなつまみが付 く。縁端部は尖 り気味におさめる。26

は日径16.2cm、 高さ6.5cmを 測る。

蓋B(第 9図 14、 第15図24・ 25)下方に長 くのびた日縁帯をもつ小型蓋。つまみは、ボタン状のもの、擬宝珠状の

ものがあり、体部は直線的に開く。外面赤彩。

石器

石器類は、弥生・古墳時代の遺物包含層から出土したものが大部分であるが、図示した第20図44は住居跡、45は穴

-77か らの出上である。穴-77出土の45は奈良時代の遺物であるが、ここで記述する。

未成品 (第20図41・ 43)緑色凝灰岩で、 2点 とも磨き痕を残した面をもつ。

砥石 (第20図 40。 42・ 44～ 46)砂岩製 (42・ 44・ 46)、 泥岩製 (40,45)の ものがある。全面に擦痕を残すものが

多く、40,46は滞状の筋、42・ 46は敲打による凹みをもつ。45は側面を主に使用 し、彎曲した凹みとなる。また裏側

側面には深い切れ込みが入 り、鉄器用であろう。

上製品

紡鍾車 (第15図41)1点のみ。完形品で直径4.8cmを 測る。                     (池 野)
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(6)古墳時代後期～平安時代の遺物

遺構に伴った遺物は、穴-77出土遺物のみであるが、穴-76周辺遺物も完形品に近いものであり、一括遺物として取り

扱ええるであろう。他は、茶褐色土、暗茶褐色土、暗青灰色上、砂層、砂礫層、床土などからの出土で調査区全体に広が

る。出土総数は少なく、相対的には西側からの量が多い。土器以外の遺物としては羽口、砥石がある。

穴-77出土遺物 (第 19図 8,14)8は 外方向に長 くのびた牛角状の把手が付 く経。口縁部は短 く「く」の字状に外

反。体部に張 りがなく、底部は九底で体部外面ハケメ、内面ハケメ、ナデ調整。口径11.6cm、 高さ9.5cm。 14は ロク

ロ成形された長甕で、口縁端部は内傾 した面をもち平直におさめる。体部の内・外面上半はカキメ調整。下半は熱を

受けて不明瞭であるが、内面はロクロナデ調整、口径20.2cm。 他に、須恵器杯Aの小破片、砥石が出上 している。

穴-76周辺出土遺物 (第 19図 9。 12・ 13)9は 「く」の字状に外反した小型の甕で口径が体部径を上回る。体部最

大径は下位にあり、底部は九底をなす。体部調整は外面上下方向の粗いハケメ、内面が横・斜方向の細かなハケメ。

口径16.4帥 、高さ15.5cm。 12・ 13は 大型の甕。口縁部は、外彎 しながら「く」の字状に外反し、体部径を上回る。体

部最大径は上位にあり、砲弾形をなして底部にのびる。体部内 。外面ハケメ調整。日径28.4、 25.4cm。

包含層出土土師器

甕 (第 19図 1～ 7・ 10・ 11)1は小型甕。「く」の字状に外反した口径部に張りのない体部が付き底部は丸底。体部調整

は外面に細かなハケメ、内面ハケメ、ナデ併用。口径14.4cm、 高さ12.7cm。 2は体部がやや張る小型甕で、縁端部は外彎気

味。体部内外面ハケメ調整。3～ 5は頸部内面に鋭角な屈曲稜をもつ甕で、3・ 5の口縁は内彎気味にのびる。体部外面は

粗いハケメ調整し、5の内面は上下方向のハケメ。10は小さな「く」の字口縁が付き、体部は直線的。内タト面ハケメ調整。

11は鋭角に折れた「く」の字口縁の甕で、外面斜方向の粗いハケメ、内面横方向の粗いハケメ調整。

小型土器 (第 19図 18)コ ップ状を呈 し、平底の底部が付 く。体部内外面粗いハケメ調整。口径7.4cm、 高さ6.4cm。

椀 (第 19図 19)縁端部を外反気味におさめ、内外面ナデ調整。口径7,7cm、 高さ5,6cm。

包含層出土須恵器

杯 B蓋 (第20図 1～ 11)口 径10.7～ 16.6cmの ものがある。 1・ 2は上末窯跡群の製品。頂部に右まわりのロクロ削

りを施す。縁部は小さく屈曲し、端部は短 く外傾 (1)、 垂下 (2)す る。 3～ 10の頂部はなだらかに縁部に至 り、頂

部外面に右まわりのロクロ削りを施す。縁端部は明瞭な稜をもって折れ、先端は外傾するものが多い。 5は先端部が

垂下 して古い様相。この他に、単に折 り曲げて、先端が丸味をもって外傾するものもある。11は頂部外面に右まわり

のロクロ削りを施し、縁端部は折 り返 し、まき込む形状であるが稜を残す。

杯B(第20図 12～ 24)回 径8.0～ 15.3cm、 高さ2.8～4.3cmの ものがある。高台は低 く、外端部があがるものが多い。

14の 日縁部は直線的に外傾 し、端部近 くでさらに外傾度を増す。口縁部外面に沈線をめぐらすものはない。24は上末

窯跡群の製品で、先端が尖 り気味の高い高台が付 く。

杯A(第 20図 25～ 39)口 径9.4～ 13.5cmの ものがある。30・ 32・ 35は全体に厚作 りで口縁部と底部の境に稜をもち、

底部は平底。39は底部糸切 りの杯で上末窯跡群の製品。

甕 (第 19図 28)「 く」の字状に外反し、縁端部を肥厚させ、外面に 1条の沈線をめぐらす。体部はタト面にタタキメ、

カキメ、内面にアテ具痕を残す。日径20.5cm。

羽口 (第 19図 15～ 17)調査区西側から出土。15は基部で表面にしばり痕を残し、16は先端部に溶着物が付 く。

古墳時代後期～平安時代の遺物について

第19図 1・ 28は古手の様相をもち、 6世紀代の遺物と推定。遺構出上の土師器及び須恵器杯 B蓋、杯 B、 杯Aの大

部分は 8世紀前半の遺物であろう。この中でも5な どは初頭頃。また、上末窯跡群の製品と推定される 1。 2の杯 B

蓋は 9世紀前半、24・ 39は 9世紀末から10世紀初頭、杯 A30・ 32・ 35な どは 8世紀後半代と推定される。 (池野)
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(7)中世の遺物

遺物には、木製品、土師質土器、中国製磁器、珠洲がある。

木製品 (第 21～ 24図 、図版19～ 24)滞 -01よ り大量の木製品が出土 した。木製品は形態から大別すると、生活・生

産用具 (箸・漆器・折敷・曲物・底板・竹製容器・糸巻き 。物指状木製品 。工具の柄 。杭・部材等)、 祭具 (板碑状

木製品・陽物・人形・刀形等の木製模造品)、 用途不明品に分けられる。以下、この分類に従って述べる。

箸 (第22図 1～ 14・ 17・ 18・ 20。 21・ 23・ 27～ 30。 32・ 35)未成品、小片を加えて計40片 出土している。完形品は10本

のみで長さは17.6～ 25.4cmの 間に収まる。平均22.7cm。 側面を面取 りして円柱状にし、両端を先細りに削る。中央部の断

面は多角形及び隅円方形を呈する。B～ H区にかけて出土したが、 B・ C区には全割合の70%以上が集中する。

漆器 (第23図40～47)B～ D区にかけて 8点出土。全て横木取 りの挽き物で、内外面黒漆塗 りである。底部外面に

は漆は塗られていない。401よ 口径15.8cm、 41は 17.8cmで 、口縁部がわずかに内鸞する椀。45は 日径10.Ocm、 高さ1.6cm

を測る。44は底径7.2cmを 測 り、45と 共に高台付きの皿と思われる。46は 口径14.3cm、 高さ4.2cmの 椀で、42と 共に底

部の外縁に凹線を入れ、中央部を浅 く削って、擬高台を造 り出している。47は 日径15.lcm、 高さ3.5cmを 測 り、底部

の周縁を荒 く削って丸 く仕上げる。その中央には径0.2帥の穴 4ヶ 所と、「メ」状の刻みがあり、その横には逆「ハ」

字状に、約2cmの 菱形の 2孔が、内面に向かって穿孔されている。菱形の 2孔は、切れ長の目のようにも見え、お面

として使用された可能性 もある。何らかの呪術的な祭祀具として転用されたものと思われる。

折敷 (第 23図 6・ 7)折敦の底板と思われるもので、角を削って九 く仕上げている。長さは共に16.Ocm。 厚さは 6

の方が薄めである。側縁部中央には、綴 じ合わせのための 1対の小孔がある。

曲物 (図版20の 1)高 さ約21cm、 残存幅約67cm、 厚さ0.3cmの 曲物の側板の一部である。幅0.75cmの 桜皮の紐で綾 じ合わ

せており、綴じ方は 1列外 6段級じである。上縁下2.5cllの 所に、幅約1.5cmの 範をめぐらして締め上げている。籠は桜皮の

紐で偵1板に固定されている。内面には縦方向のケビキが入れてある。直径は不明だが、大きめのものと思われる。

底板 (第23図 29)約半分残存で、直径約15cm、 厚さ0.6cm。 片面のみ外周端部を浅く削り落とし、表裏の区別 をつ

けている。裏面の全面には無数の刃物痕があり、俎板に転用されたものと思われる。

竹製容器 (第23図 25)直径約 3 cmの竹を節で切って筒状の容器としたものである。長さ12帥 で、口縁都下に径約 0.4帥

の小孔をあける。破砕 しているため、断片のみ図示 した。

糸巻き (第 21図 19。 30)糸巻きの構造は、数本の枠木とそれを固定する横木、横木の心に通す軸棒からなる。枠木

の腹面に2ヶ 所の子とをあけ、そこに 2枚の板を十宇形に相欠きでかみ合わせた横木をはめ込んで固定するもので ある。

19は その枠木である。腹面を平坦にし、横木との結合部から両端に向かって削り込む。背面は九 く仕上げ、断面 はカ

マボコ形を呈する。全長19.3cm、 幅1.75cm、 結合部の孔は径 l cllを 測る。30は横木の一枚で、中心に径0。 9(mの軸孔

をあけ、両端を棒状に削る。全長10.3cm、 最大幅2cmで ある。上面に「□さい」の墨書がある。

物指状木製品 (第21図 31・ 32)細板に等間隔の刻線を施 したものである。31は幅1.4cm、 厚さ0.3cmで、間隔は4.3、 4.9、

5.3cmと 不均等である。32は幅1.8cm、 厚さ0.6cmで 、3.2cll毎 に刻線が施されており、一寸刻みの物指と思われる(

柄 (第 21図 20。 22)20は 径2.4× 1.9cmの扁平な丸木の一端にO.7XO.3cmの 長方形の茎孔をあける。茎を焼込んで装

着したためか、先端は焼け焦げている。刀子又は飽の柄かと思われる。22は径2.8釦 の心持丸木材。柄頭先端は 2方

向から切 り込んで折 り離 している。

杭 (第 22図 61、 第23図 31・ 38,39、 第24図 3・ 15。 16。 18・ 19)太杭は第24図 3のみで、直径 4 cm、 稜を削クて 円柱

状にし、先端部を尖らせる。上部は鈍のようなもので、数回に渡 り内面に向かって切 り込み、断ち切られている。他 は、

径 2 cm以上、長さ30cHl以 上で、一端を尖らせているものを細杭として分類 したが、用途ははっきりしない。

部材 (第 21図 14・ 15,29。 34、 第23図 13。 18・ 32、 第24図 5～ 8。 12)狭 り、又は装着痕等をとどめるものを部材
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としたが、用途力半J明するものは無い。第21図29は一端に出柚をつ くり、その頂部には長さ2.5cmの 楔を打込んでいる。

もう一端は基状に削られており、何かの支脚かと思われる。全長22,lcm。 第21図 34は一端を両側端より狭ってT字状にする。

他方の端部は瘤状に膨らみ、その基部の凹みは装着痕と思われる。全長38.3cm、 幅3.2釦、厚さ1.6cmである。

板碑状木製品 (第21図 1～ 8)計 8本が C・ D区 より出上 した。頭頂部を圭頭に削 り出し、両側端に 2ヶ 所の切れ

込みを入れて板碑状にする。下端は先細 りに削る。 1～ 6は長さが25cm内 外 と揃っており、 7のみ幾分短い。 幅は

1.4～ 1.8cll。 厚さは0.2～ 0.3cmで、 1・ 6と 7は 0.45・ 0.6cmと 厚手になっている。表面には、 8本の内 6本に墨痕が

認められ、「大般若経」、「大般若 (心)経」と読める。

駒形 (第 21図 9)長 さ2,9cm、 最大幅1.8cm、 厚さ0.45cm。 将棋の駒形をしており、表面に「日 (兵 )」 の墨痕。

陽物 (第 21図 12)残存長6.3cm。 径1.8cmの 心持丸木の一端に、浅い扶を巡らして亀頭部を作 り出している。先端都

は細かく削って丸く仕上げている。側面は加工 していない。

人形 (第 21図 13)残存長27.7cm。 幅3.3cHl、 厚さ0.3cmの 薄板の一端を先細 りに削る。両側端に焼いて切れ込みを入

れ、頭部を作 り出している。

形代 (第21図 10。 11)10は厚さ0。 15cmの薄板の側縁の一部を鋸歯状に削っており、表面に黒痕が見られる。残存部だけで

は何の形代か判明できない。11は全長約 8 cm、 厚さ0.lcmで、匙形に削られているが、何を形取ったものかは不明。

刀形 (第21図 16)長 さ約33cm。 鍔を有する鏑造の刀を模 したものである。刀身の先端は刃物で切 り取られているが、

非常に丁寧に作られている。刀身の幅3.Ocm、 鍔は最大幅約7.OcHlの 隅円長方形で、外側に向かってやや薄く削る。周

縁は削って丸 く仕上げ、刃身側の上部中央に小孔をあけ、本釘をはめ込んで固定 している。柄頭の両端には切れ込み

を入れ、片面には「ひ」の字状の模様を彫 り込んでいる。「ひ」の字の中央には小孔が貫通 しており、何かに打ち付

けたか、紐を通 して吊り下げたのかもしれない。

用途不明品 (第21図 17・ 18。 21・ 23・ 24。 25。 27・ 28・ 33、 第22図 15・ 16・ 19。 22・ 24～ 26・ 31・ 33,34・ 36～ 60、

第23図 1～ 5・ 8～ 12・ 14～ 17・ 19～ 24・ 26・ 28・ 30。 33～ 37、 第24図 1・ 2・ 4・ 9～ 11・ 13・ 14。 17)第 21図 17

は幅3.8cmで 、表裏から両端に3ヶ 所の刻み目を施す。頭部は丸 く仕上げ、下方に向けて「 n」 形状に続 くものと思

われる。側面は裂けており、人為的に裂いたものかは不明。第21図18は長さ約28cm、 幅1,75cmの 板の片側を0.6～ 0。 7cm

間隔、深さ0.3cmに 狭って鋸の歯の如 くに作 り出しているもの。頭部を丸く仕上げ、片面には浅い刻線が 2ヶ 所ある。

このような製品は古 くは 8世紀前半の平城宮 6 A L G ttS D5785等 から出上 しており、県内でも上市町江上 B遺跡か

ら断片が出土 している。第21図 21は 全長約 9 cm、 径約1.9cmの 円柱状を成 し、中央に扁平な孔が貫通。第21図 23は一

方の先端が細かく丁寧に削られており、独楽の未成品か。第21図24は長さ2.8cmの 栓状木製品。第21図28は最大径6.7cm

の外形が漏斗形をしたもので、先細 りになる部分は摩減している。第21図 33は 断面が長方形で外形が匙形を呈するも

ので、後に破片が見つかり、全長48cmと 判明。第23図 1～ 4は側面を面取 りして先端を尖らせた木針状木製品。他に

もC区だけでも整理箱 2杯の加工木が出土 し、長さ50cm以下、幅 2～ 3 cmの棒・板状の本片がほとんどである。

土師質Jヽ皿 (第 19図 20～ 24)濤 -01よ り出土。皿と鉢がある。皿は手捏ね成形によるもので、内外面にヨヨナデを

施す。20は 日径9.3cm、 高さ1.7cmで 、体部はゆるやかに立ち上がり、端部を九 くおさめる。23は 口径14.3cm、 体部上

半のみヨヨナデ調整 し、端部にはヨヨナデによる段を有する。24は付け高台の鉢の底部と思われる。底径は11.Ocmを
,IIt,

測り、内外面はナデ調整。13世紀前半頃と思われる。

中国製磁器 (第 19図 25～27)青磁が 3点出土 している。25は表採品。26は暗青灰色土層中、27は 旧耕作土中より出

土。25。 26は底部片で、畳付けまで厚 く施釉され、内面見込みには印花文が施されている。14～ 15世紀のもの。27は

外面に形骸化 した蓮華文を有する日縁部片である。16世紀頃。全て、淡緑色を呈 し、龍泉窯系のものと思われる。

珠洲 表土 。旧耕作土中より43片 出土 している。全て小破片で、全形を知 り得るものはない。
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(8)植物遺体 (第25図 )

辻遺跡から出土 した植物遺体の分類群組成 。出土部位を表 1に、出土区別出土数を表 3に掲げる。植物遺体の多く

は濤-01か ら出土 した。これら植物遺体には特記すべき人間活動の反映は認められず、出土数も少なく、古環境 。古

植生などの検討にも不充分である。また遺構の性格にも不明な点が多いため、この報文では簡略な記載にとどめる。

濤・穴では、これを埋積する黒色、褐色あるいは暗青灰色を呈する粘土、シルトないしは有機物を極めて多量に含

む腐泥の中から植物遺体を検出した。また、遺構面を広 く覆う暗青灰色又は黒褐色の、時に礫を含むシル トあるいは

細粒砂層中からも植物遺体を検出した。植物遺体出土層の堆積年代は、考古遺物の包含状況により、濤-01は鎌倉時代、

暗青灰色土層は奈良 。平安時代、穴-64は 弥生時代後期から古墳時代前期と、それぞれ推定されている。また同様に、

①層 。②層などと層序区分される出土層の堆積期間は、各遺構内では長期に互るものではないと推定されている。

植物遺体は発掘現場で採取 したものと、各調査区の堆積物小塊を水洗節別して得たものとを合わせて検討 した。

オニグルミ 濤-01か ら1点、完形品が出上 した。穴-64出上の10点 は何れも小破片であった。

コナラ亜属 殻斗が 1点、濤-12か ら出上 した。破損 し、表面は磨耗しているが、覆瓦状の鱗片が明瞭である。

クリ 堅果 (果皮片)数点が濤-01か らのみ出土した。すべて損なわれており、その形状を推定することは難 しい。

ウメ 破損 した核が 1点、滞-01か ら出土 した。BPB化が著 しく、遺存状態は良くない。破損部位は、破断面の形】犬

からネズミ類による食痕と推定されるが、明確ではなく、断定するには至らなかった。

モモ 破片を含めて核31点が出土した。破片を除く25点 の計測値を表 2に示す。辻遺跡の北約 3 kmに 所在する上市

町の江上 A・ B両遺跡からも多数のモモ核が出土 し、その計測値も報告されているが、辻遺跡のものは江上 B遺跡出

上のモモ核 (15世紀)と ほぼ同様の形態を示す。遺存状態は概ね良好であるが、彫紋模様が摩耗 しているもの、核全

体がBFB化 して表面に彩 しい黒色粒状物を付着 したものも、少なからず認められた。この黒色粒状物は核壁内に根を持

っており、菌類の菌体とも考えられるが、詳細は不明である。

辻遺跡出土のモモ核の性格は不明であるが、当時、遺跡周辺にモモが一般的に栽培されていた可能性はある。濤―

01の年代からは遡るが、『延喜典薬寮式』に越中國からの年料雑薬として桃仁の名が認められる点には注目すべきで

あろう。ただし核遺体のほとんどは濤-01か ら出土 し、隣接する滞-02か らは 1点 も検出されていない点には留意す

る必要がある。

トチノキ 外果皮裂片 1点の他はすべて種皮 (破損又は破片)で、その多 くは溝-01か ら出土 している。

エゴノキ 種子17点 (う ち12点は濤-12)が出土 した。滞-12の 2点 とX4Y8の 1点には果皮の付着を認めた。

シャジクモ科 (不明)卵 胞子 (卵胞子膜)が 1点検出された。長さは約0.3mm、 幅はこれよりやや小さい。褐色

を呈 し、螺旋縁数は 6、 螺旋縁にnangeは認められない。詳細は現在検討中である。富山県下の現生シャジタモ科

植物については、 2属 12種が記載されている。記載されているこれらの産地は何れも富山県西部に限定され、立山町

を含めた県東部では未記載である点に留意すべきであろう。

上記および表に示したものの他に、同定困難な植物遺体片と昆虫遺体片が主に濤-01か ら検出されている。 (吉井)

註 1 酒井重洋 1984「 Ⅲ自然遺物 E桃の核の大きさ」『北陸自動車道遺跡調査報告一上市町木製品 総括編―』 上市町教育委員会

註 2 筆者は原典にあたってはいないが、『富山県史通史編 I原始。古代』「第 6節 越中の産業と貢納形態」のなかに、この点力渭己されている。

註 3 堆積物の層相などから、両濤は類似の堆積環境下にあったと推定される。溝-02の年代は未詳であるが、もし両溝が同時代のも

のならば、祭祀との関係の可能性なども考慮せねばならないだろう①ただし、モモ核に特殊な出土状態は認められない。

註 4 今堀宏三 『日本産輸藻類総説』 (金沢大学、1954)に 2属 10種――前とeFra peズ f′ls(山 田村、石黒村)、 N strrct塗 (山 田村 )、 肛

sprコ 。sa(広 瀬村)、 肛 ,a♂
"rer a・

肛 erecta(福 光 町)、 工 rtt」a(石 黒 村)、 肛 を知aた丁加a(太 美 村)、 工 肪crοcarpa var

ロゴcrogFο c力rrl(東大美村)、 CFlara brav■

''(富
山市 )。 小路登― 「富山県における水生植物J;『富山県の陸水生物』 (富 山県、1978)

に 2属 2種十一 h Japο ,fCa(和 田川一うね橋―水田)、 C corが,fna(下 条川一馬掛橋―水田用水路、万尾川―十二町潟)。 計 2属 12

種が現在までに富山県下で記載されている。
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表 1 立山町辻遺跡出土植物遺体の組成 表 2 モモ Prv,vs persFca(Linn.)Batsch.核 の計測値

計測値
試料番号 出土区  層準

長 さ 厚 さ

植物名 出上部位

クフレミTI・  Jugiandaceae

オニグル ミ /ttF′
'″

Sα ,Io″ ′力ヵι,こ Carr

ブナ科 Fagaceae
コナラ亜属 と卵 どοbαια″″s sp

クリ G,sιαPtσα f縁″aケα Sieb et Zucc

タラド奉斗  PolygOnaceae

タデ属 島ltF"″靱 Sp

バラ科 Rosaceae

ウメ Pγ″И″s″″″?Sieb et Zucc

モモ PttИ″s″奄,fα (Linn)Batsch

トチノキ科 Hippocastanaceae

トチノキ ス?sじ″ιクs励 7bt″,サα BIume

エゴノキ科 Styracaceae

エゴノキ Sιり鞄ァヵ,911ウ じα Sttb et Zucc

イネ科 Gramineac

イネ科 (不 明)Gramineae‐ indet

エ ノコログサ属 S力α方,sp

カヤツリグサ科 Cyperaceae

ホタルイ属 Sじ t/wS Sp

シャジクモ科 Characeae

シャジクモ科 (不 明)Characeae indet

核

殻斗

堅果 (果皮 )

果実

核

核

種子 (種皮 )

外果皮裂片

種子

痩果

痩果

種子

卵胞子

TTC- 2
- 24-1

- 24-2

-121

- 88

-118

- 50

- 82-1

- 82-2

- 82-3

- 82-4

- 45

- 46

- 47

- 48

- 49

-115

-132

- 43

- 44

-117

-119

- 52

- 86

- 51

31 55  20 05  15 4

36 55  22.50  15,40

25 65  19 55   7 15半

27 05  20,45  16 50

28 00  23 05  18 60

26 89  20 80  11 25+

29 90  21 25  15 35

30 00  21 55  16 50

27 15+1805+   ―

33.40  19 85+17.00+

25 80  18 80   8 30*

27 65  21 85  15,95

26 75  18 00     -

24 90  19 50  15 40

26 05  18 65  14 55

24 45  18.80  14 35

31 35  23 80  17 20

24 40     -   6 50+

25.30  18 00  13 75

27.80  18 95  13 25

33 95+24 80  18 45

溝01B ③層

滞01B ②層

滞01B ②層

溝01B ③層

滞01C ③層

濤01D ③層

滞01E ①層

滞01E ②層

濤01E ②婚

溝01E ②層

溝01E ②層

溝01F ③層

濤01F ②層

溝01F ②層

滞01F ②唇

溝01F ②婚

濤01G ②層～⑥層

溝01C ①層

濤01H ③層

溝01H ①層

涛01■  ②層～③層

溝01H ③層
2200  - 1460  X3Y14 包合層第 3層

2070 1740 13.60   X4Y15   -
―  ―  ―  X5Y10 包含層第 4増

*裂片の計測値。

十位かに破損 しているため、正確な値を得られぬもの(参考値)。

表3 立山町辻遺跡出土植物遺体の出土区別出土数

出土植物名および出上部位
*

出土 区 お よび 出土 層 準
*キ

濤 X 区 穴

3 X5

A C D H A Ylコ Y7 Y8 Yl(

(2) (1) (1)

オニグルミ   核    a
核裂片  C

l

コナラ亜属   殻斗   b 1

クリ      堅果 (果皮)b 1

1 l 3

タデ属     果実   b 2 3 1 1

ウ メ 核 1

モ モ 核

b

d

1

1

2 1

l

1 1

1

2

l l

4

1

1

ユ

] ]

1

トチ ノ■    外果皮  b
種子 (種皮)a

b

l

1

1

1 1

1

l 1

1

1

3

エゴノキ    種子   a
b

ユ 10

2 2

1 l

イネ科     痩果   b 1 ]

エノコログサ属 痩果   a 1 1

ホタルイ属   種子   a 1

シャジクモ科  卵胞子   b 1

*出上部位のa～ dは 、a……完形、 b……破損、C… …破片、d・ …食痕を認めるものをそれぞれ示す。
**出土層準の(1)～ (6】よ、(1)静③悟、(2)静②居、(3)濤 ③屑、14)14④ 悟、(5)包含将第4将 、(6)包 含居第3将 である。

第25図 植物遺体図表
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2.浦田遺跡
(1)立地と層序

浦田遺跡は、富山地方鉄道寺田駅の西約200m、 立山町浦田字八郎に所在する。このあたりは常願寺川扇状地扇端

部の湧水帯にあたり、栃津川に寺田川 。高野川という小河川が合流する地点の西岸に近い。周囲は、かつては水田が

広がっていたが、現在は宅地化が進んでいる。

遺跡は、栃津川西岸の小支谷によって開析された微高地上に立地する。この微高地は、南北約 l km、 東西約500m

の広が りをもち、舌状を呈 している。遺跡の範囲は、周囲の宅地化がかなり進んでいるため明確ではないが、この微

高地の北端を占めているものと推測できる。標高は、12.5～ 13mを測る。

層序は、第 1層・耕作土、第 2層・茶褐色土層、第 3層・黒褐色土層、第 4層・黄褐色砂質土層の順で堆積 してい

る。耕作土は平均20cHl、 茶褐色土層は平均 10cHl、 黒褐色土層は20～ 30cmの 厚さで、所によって黒褐色土層の下に10cm

程度の地山漸移層が見られる。

茶褐色土層及び黒褐色土層は、遺物包含層であり、遺構内の堆積土も基本的にはこの黒褐色上である。

(2)弥生時代中期の遺構 (第39図 )

穴-05(第 28図、図版26)

調査区の北半、X8Y5区 で検出された。平面形態は、径1.3m前後の不整円形である。断面形態は皿状で、深さ

は24cmを 測る。また、多 くの穴と重複 しており、西側の掘方をもつ穴及び突出部は、後世 (平安時代)の柱穴である。

覆土は、第 1層・黒褐色土、第 2層・黄褐色砂質土混 りの明黒褐色上の順で堆積 している。

遺物は、甕 (第32図 4・ 5。 16)。 外 (第32図 8)等が出土している。

穴-08(第 28図、図版26)

調査区の北半、X8Y5'6区 で検出された。平面形態は長方形をなし、長軸1.4m。 短軸55cmを 測る。主軸はN―

55°一Eを さす。北東から南東側にかけて段をもち、最深部の深さは56cmを 測る。

覆土は、第 1層・黒褐色土、第 2層 。暗黒褐色土、第 3層・明黒褐色上、第 4層 ・暗黒褐色上の順で堆積 している。

第 3層 は穴の南側にのみ堆積 しており、第 3。 4層 が遺物包含層になっている。

遺物は、甕 (第32図 9・ 10)等が出土している。

穴-09(第 28図、図版26)

調査区の北半、X8Y6区 で検出された。平面形態は精円形をなし、長軸1.7m・ 短軸 lmを測る。主軸はN-76°

一Eを さす。西側にやや広めの段をもち、上段部は深さ10cm。 最深部は50cmを測る。

覆土は、第 1層・黒褐色上、第 2層 。暗黒褐色土、第 3層・暗黄褐色土の順で堆積しており、第 2層 は南側から、

第 3膚 は南北両方向から流入して堆積 している。

遺物は、甕 (第32図 1～ 3・ 6・ 7・ 11～ 13)等 かなり多量に出土している。

また、縦横に走る4本の小濤と重複 している。

穴-15(第 27図 )

調査区の北半、X7Y6区 で検出された。平面形態は楕円形をなし、長軸64cm。 短軸40cm・ 深さ10cmを 測る。主軸

はN-86° 一Wを さす。南側は後世に掘られた隅円方形の穴と重複 している。

遺物は、櫛描文をもつ壺の肩部破片 (第 34図32)が出上している。

穴-18(第 28図 )

調査区の北半、X7・ 8Y7区で検出された。平面形態は精円形をなし、長軸1,4m・ 短軸 lm・ 深さ32cmを 測る。

主軸はN-25° 一Wを さす。
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―　　　　　　　―　　　　　一

覆土は、第 1層・黒褐色土、第 2層・暗黒褐色土の順で堆積 しており、南北壁沿いに暗黄掲色上が流入している。

遺物は、ハケメ調整をもつ小破片等が出土している。

また、南東側で小滞と、南西側で小穴とそれぞれ接 している。

穴-48(第 27図 )

調査区の中央、X6Y6・ 7区で検出された。平面形態は径75cm前 後の不整円形をなし、深さは12cmを測る。

遺物は、櫛描文をもつ小破片が出土 している。

穴-49(第 27図 )

調査区の中央、X6・ 7Y6・ 7区で検出された。平面形態は不整楕円形をなし、長軸1.7m・ 短軸 lm・ 深さ25cm

を測る。主軸はN-7°―Eを さす。

遺物は、櫛描文をもつ小破片が出土 している。

二1500

抑 二4デ

⑧  o°

9∩夕
°の

っ―
篭

融監ξ
2戸

屈

発2XC更

O ⑤    。

第27図 遺構全体図
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溝-03(第 28図 )

調査区の北半で検出された。平面形態は長方形をなし、長さ3.8m。 幅60cmを 測る。断面形態は、南から北へと深

くなっており、北端に狭い段をもつ。深さは、北側の最深部で36cHlを 測る。

覆土は、第 1層 ・黒褐色土、第 2層・暗黄褐色上の順で堆積 しており、第 2層 は北側により厚 く堆積 している。

遺物は、甕 (第31図 8・ 9)等が出土 している。

溝-05(第 28図、図版26)

調査区の北端で、濤の南端部が検出された。平面形態は、幅40cmの 濤が南端でふくらみ、長さ2m・ 幅1.2mの袋

状をなしている。濤は、さらに北の調査区外へ延びている。

覆土は、第 1層 ・暗黒褐色土、第 2層・黒褐色土、第 3層 。明黒褐色土の順で堆積している。第 2・ 3層 ともに東

西両側から流入しており、第 2・ 3層の境から多量の土器が出土した。

遺物は、壺 (第 31図 1)・ 甕 (第 31図 7。 12)。 鉢 (第31図 4)を はじめとする多量の土器と、紡錘車 (第34図 50)

が出土している。これらの土器は、出土状況から、一括 して破棄されたものと推測できる。

(3)弥生時代後期の遺構 (第 39図 )

穴-02(第 27図 )

調査区の北半の西端、X8Y2区 で検出された。西側の一部が攪乱によって破壊されているが、平面形態は楕円形

をなし、長軸1.2m前後・短軸80cm・ 深さ17cmを 測る。

遺物は、ハケメ調整の上器の小破片が出上している。

溝-08(第 27図 )

調査区の東端で検出された。東壁に沿って南北にまっすぐ走っており、さらに調査区外へと延びている。幅は40～

80cmを測 り、大部分は60cm前 後である。断面形態は舟底状をなし、深さは、南端から10m程度の所で 5 cm前後と極端

に浅くなる他は、25～ 40cmを 測る。

覆土は、第 1層・黒褐色土、第 2層 。明黒褐色土、第 3層・暗茶褐色土の順で堆積 しており、第 2・ 3層が遺物包

含層になっている。遺物は、甕 (第 32図 14・ 17)等が出土している。

溝-09(第 29図、図版26)

調査区の南半で検出された。平面形態は、D字の弧を北に向けた形をなし、調査区の西側へさらに延びている。幅

は、50～ 100cmを 測る。断面形態は舟底状で、弧状部の南東と北東に段をもつ。深さは、南側の直線部は 8 cm前後、

南東と北東の段上は 8 cm前後、他の弧状部は15～ 22cHlを 測る。

覆土の状態は、場所によって異なっている。弧状部北狽1で は、第 1層 。暗黒褐色土、第 2層・暗黄褐色砂質土混 り

の黒褐色上の順で堆積 している。私状部東側では、第 1・ 2層の間に黒褐色土が入り、場所によっては表面まで堆積

している。さらに、南側直線部では、黒褐色土の単層となっている。

遺物は、壺 (第 32図 19。 20)。 甕 (第32図 15・ 18、 第33図 6)等が出上している。

時期は弥生時代中～後期で、中心となる時期は弥生時代後期と考えられる。

遺構の性格としては、集落 (住居)をめぐる滞の一部と考えられるが、遺構がさらに西へ延びており、また関連し

た遺構もないため、詳細は不明である。

溝-10(第 29図、図版26)

調査区の南半で検出された。濤-09の内側に沿って、北西から南東に弧状に走っており、全長12.5m・ 幅50～ 60cm

を測る。断面形態は舟底状をなし、北西に 2段、南東に 1段の段をもち、中央が最も深 くなっている。最深部の深さ

は20cmを 測る。
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また、南東で濤-09と 部分的に重複 しており、覆土の状態から濤-10が濤-09よ り新しい。

覆土は、第 1層・黒褐色土、第 2層・暗黄褐色土の順で堆積 している。

遺物は、甕 (第33図 1)。 高杯 (第 33図 2)・ 台付鉢 (第33図 4)。 蓋 (第33図 3)等が出土 している。

時期は、弥生時代中期～後期で、中心となる時期は弥生時代後期と考えられる。

(4)平安時代の遺構 (第39図 )

建物-01(第 30図 )

調査区北半で検出された、 2間 (5.4m)× 2間 (5.4m)の掘立柱建物である。建物方位は、南北柱列でとるとN

-8°一Eを さす。柱間寸法は2.7mと 一定 しているが、Plのみがやや西にずれて位置する。柱掘方は、径40～ 60cm

の円又は隅円方形をなし、深さは20～40cmを 測る。

遺物は、Plか らロクロ成形の甕 (第 36図32)が、P,か ら須恵器の杯 (第 36図 6)が出土 している。

時期は、遺物から平安時代 (9世紀後半)と 考えられる。

建物-02(第 30図 )

上記の建物-01と 重複している、 2間 (4.8m)× 2間 (5,4m)の南北棟掘立柱建物である。建物方位は建物-01

と同一である。柱間寸法は2.7mと 一定 しているが、梁間では Piと Pぉ・ P3と Plの間が2.3mと 短 くなっている。柱

掘方は、P7は他の穴と重複 して明確でないが、Pz・ P,は一辺40cm前後の隅円方形、 P:・ PI～ P6'P‖ は40cm× 70cm

前後の隅円長方形で、全体的にしっかりしている。深さは15～ 26cmで 、20cHl前後が多い。

建物-03(第 30図 )

上記 2棟の東側に接する形で検出された、 2間 (5。4m)× 3間 (6.6m)の東西棟掘立柱建物である。建物方位は

N-85°一Wを さす。梁間の柱間寸法は2,7mと 一定 しているが、桁行の柱間寸法は 2～ 2.3mの 間でばらつきが見ら

れる。柱掘方は、 PTo P9が一辺35cm前 後の隅円方形、Pio P6・ Psが長径60cm前 後の精円形、P2～ P5が径30cm前

後の円形、 Pl。は径40cmの 不整円形となっている。深さは15～ 40cmと かなりばらつきがある。

なお、P6は建物-01の P.と 重複しており、P,は建物-01の P?と 接 している。

遺物は、Psか ら瓶の小破片 (第36図 18)が出土 している。

建物-04(第 29図 )

調査区南半で検出された 1間 (2.2m)Xl間 (2.8m)の掘立柱建物であるが、西側が訓査区外のため全体規模は

明らかでない。建物方位は、N-79° 一Eを さす。柱掘方は、径30cm前 後の円形で、深さは20～34cmを 測る。

穴-16・ 24・ 25・ 26・ 27(第 30図 )

穴-16・ 24。 25は、建物-03の北側柱筋に平行 して検出された。穴-16は一辺55cHl、 穴-24は一辺70cm、 穴-25は

一辺60cmの 隅円方形の掘方をもち、深さは、穴-16が25cm、 穴-24が34cm、 穴-25カ認8cHlで ある。柱間寸法は、穴―

16・ 24間力認.2m、 穴-24・ 25間が 2mを測る。遺物は、穴-24か らロクロ成形の甕 (第36図34)が出上している。

穴-26は、一辺70cmの 隅円方形掘方で、深さ40cmを 測る。穴-27は、径40cmの 円形掘方で、深さ15cmを測る。

これらは、大型の掘方をもつしっかりした柱穴だが、建物の復元はできなかった。

溝-12(第 29図 )

調査区の南半の西側で検出された。北東から南西方向に走っており、さらに西に延びている。幅は40cm前 後で、断

面形態はU字状をなし、深さは 5 cm前後を測る。

覆土遺物は、ロクロ成形の甕 (第36図26)が出上している。

以上の他に、同時期の遺構と考えられるものに、穴-20・ 34(第 27図)がある。

-43-



鶏ゼo性     m
… ムヂ ー ー r、 型

イ  
ー

第30図 遺構実測図

-44-



(5)弥生時代中期の遺物 (第31図 、第32図 1～ 13・ 16。 17。 21～ 23・ 25～ 27、 第33図 1・ 5～ 42、 第34図 1～ 50)

遺物は、整理箱にして 4箱余 り出土している。小破片が多いが、遺構内から一括出土したものもかなりあり、全体

の形が分かる程度まで復元できた物が10数点ある。また、口縁部破片は約30点 、底部破片は約40点 出土 している。

土器の中には、異なった遺構から出土 した破片が接合できたもの (第32図 16)も あり、遺構間相互の時期関係を知

るうえでの手がか りになっている。

なお、地文に糸電文をもつ天王山系と見られる破片も若千出土 している (第 34図 1～ 15)。

1 壷形土器

重 A類 (第 31図 1、 第33図 17)

短 く直立 した頸部が、日縁部で折れて外反する類である。「く」の字状口縁の一種といえよう。胴部は張 りのある

球形状である。

日縁端部は、第31図 1は刻み (連続刺突)を施 し、第33図 17は 口縁部外面とともにヨコナデしている。

土器外面は、ハケメ調整のみで、櫛描文は見られない。

なお、高岡市石塚遺跡〔上野 1972〕 や滑川市魚男遺跡〔上野 1973〕 には、A類の器形で櫛描文を施した例が見られ

るが、それらの遺物との関係については後に詳述する。

重B類 (第 32図 1。 3)

日縁部が水平に開く類で、 1はゆるやかに外反し、 3は急激に折れて外反する。前記A類 と同様の形】犬をなすもの

と思われる。

日縁端部は、 1は刻みを施 し、 3は ヨコナデ している。

小破片のため詳細は分からないが、胴部には櫛描文が施されるのであろう。 1の 日縁部内面には、羽状刺突文が見

られる。

重C類 (第31図 6、 第33図 10)

大きく開いた回縁部が立ち上がり、刻みをもつ隆帯を縦に 2本 1単位で貼付ける類。胴部以下の形状は分からない。

口縁端部は、第31図 6は X字状の刻みを施し、第33図 10は刻みを施 している。口縁部外面下端は、 6は指でつまん

で波状にしており、10は 刻みを施している。

また、 6は 口縁部外面に羽状刺突文を施 している。

なお、これらの土器は県内には類例が少なく、外来系 (近畿地方か)と 考えられる。

2 甕形土器

甕 A類 (第31図 2・ 5。 7・ 8。 12、 第32図 2・ 4。 11・ 16、 第33図 1・ 6～ 9・ 12～ 20)

日縁部が折れて外反する、いわゆる「く」の字状口縁をなす類である。胴部は、最大径を胴上部にもち、ゆるやか

な曲線を描 く「倒鐘形」のもの (第 31図 7な ど)や、やや直線的な筒状のもの (第31図 8な ど)の 2種があり、前者

が圧倒的に多い。

「 く」の字状口縁には、直線的なもの (第 32図 2な ど)と 、日縁部が再度折れて水平になるもの (第31図 12な ど)

の 2種あり、後者が圧倒的に多い。

口縁部は、刻み (連続刺突)を施すもの (第 31図 5。 12な ど)と 、両面指頭圧痕により小波状をなす もの (第 32図

16な ど)と 、口唇に 1条沈線をひいた後に片面指頭圧痕により小波状をなすもの (第31図 7な ど)の 3種がある。

土器タト面は、ハケメ調整のみで、櫛描文は見られない。日縁部内面も同様である。

なお、石塚遺跡や魚男遺跡には、A類の器形で櫛描文を施 した例が見られるが、それらの遺物との関係については

後に詳述する。
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養Bl類 (第32図 5～ 7、 第33図 11・ 21)

日縁部がゆるやかに外反 し、水平かそれに近 く開くもので、胴部に櫛描文をもつ類である。胴部は、やや直線的な

筒状のもの (第 32図 7な ど)と 、九みを帯びたもの (第 32図 5な ど)の 2種があり、前者が多い。

口縁端部には、刻みを施 しており、指頭圧痕のものは見られない。

櫛描文には、直線文・簾状文 。扇状文・圧痕文 。波状文等がある。また、第32図 6では 1条単位で、第33図 11で は

2条単位で直線文を垂下 している。第32図 5の 口縁部内面には羽状刺突文と連続圧痕文が、第33図 21に は羽状圧痕文

が見られる。

なお、第32図 6は 日縁部外面をヨコナデしている。

養B2類 (第 32図 9。 12・ 13,17)

口縁部の形は前記 Bl類 と同様で、胴部はハケメのみの類である。胴部の形 も、Bl類 同様である。

口縁端部の形状には、A類同様に 3種ある。

なお、第32図 9では内面に直線文を垂下 しており、同図13で は日縁内面に羽状圧痕文が見られる。

養C類 (第 32図 10)

直線的に立ち上がる胴上部が、日縁近くで折れて外反する「く」の字状口縁の一種ともいえる。折曲部に細い櫛状

具 (板の小日か)に よる直線文を横走させ、その下を斜位のハケメ調整 した後、幅広の横位羽状文を描いている。

この土器は県内に類例がなく、外来系 (東海地方か)の ものと考えられる。

(3)鉢形土器

鉢Al類 (第 31図 4)

底部から、ゆるやかに内湾 して立ち上が り、日縁部で直立する類である。壺A類の胴下半部と同じ形状である。

日縁部外面に、幅広の隆帯を貼付けて肥厚させ、隆帯上に羽状刺突文を施す。

口縁端部には、やや広めの面をもち、羽】犬刺突文を施す。

鉢A2類 (第 32図 8)

底部が欠損 しているが、Al類 と同様の器形で、口縁部が直角に近 く折れて水平に開く類である。

口唇部に 1条沈線をひき、片面指頭圧痕により小波状をなす。

鉢 B類 (第 31図 3)

日縁部のみの破片であるが、石塚遺跡に類例が見られる。

底部から、ごくわずかに内湾 して、斜めに直線的に立ち上がる類である。

日縁部外面に、幅広の隆帯を貼付けて肥厚させ、隆帯上に羽状刺突文を施す。

日縁端部には、やや広めの面を持ち、刻みを施す。

高杯形土器 (第 33図 22・ 25)

22は、棒状の脚柱部の破片である。上下に、ヘラ状工具による 2条の沈線を施 しており、遠賀川式 1/1ヽ林 1932〕 の

影響を受けたものと考えられる。

25は、杯部が欠損 している。直線的に開く脚部をもち、杯部は前記鉢 B類 に似た形状であろうと思われる。

蓋形土器 (第31図 11)

つまみ部分の小破片である。小さめのつまみで、上面には半円状のくばみをもつ。

弥生時代中期の蓋では下利田出土のもの〔上野 1972〕 が知られているが、後期のものにより近い形状である。

上製品 (第34図 50)

土器の破片を利用して作った紡錘車である。両面にハケメをもつ。                  (森 )

-46-





溜 25

4・ 5,8・ 16.穴 -05  9・ 10,27_穴-08

15・ 18～ 20・ 24溝 09
ユ～3・ 6・ 7・ 11～ 13・ 21～ 23・ 25.穴 09 14・ 17・ 26.溝 08

-48-

第32図 遣物実測図

＼
＼
＼咳 6



25 昭 8《＼区 I

y‖N沿29＼』了 2

期岡続＼

^�＼＼
O些芭↓さとアイ

ク

｀

能 6

｀
ゝ
t `ことこ:`'47

第33図 遺物実測図 1～5溝-10 その他.包含層

-49-



｀
韓♯

隷 口ヽ撃I
魏 稲講距

鱒
将熱ゝ

鶴
|!:●

・・一一一一一〕一ャ一．

劇
引
甲

Ⅳ
刊
――
甲

引

琺

中
　
、
　
一ず

刊
脚鶉

日

――

創

一】
一
ｉ
、ぃ
≡

ボ
ド
・
！ 響

輯霞昌骸~‖ 35 手言ヨど争」`紙36 ミ篭醤昇
~ミ

3ヽ7 .

盤 涎“轄地
I

飲

~比

7

ヽ一ふ拳
！ぽ↓・　．　一

手

ヽ

／

”
　
　
　
　
　
で

，

式

仝

0                    10Cm

~‖

48

第34図 遣物拓影・実測図 24・ 47・ 48穴 0522穴 0932.穴 -154溝 -0320・ 25・ 27・ 31・ 35,37・ 39。 40・ 50溝 05
8・ 41.溝 08 13・ 16・ 18・ 26.溝 09 その他 包含層

■夕沙5
§

沖

〒 辮

｀
忘39 2電目蟄

―
Ц40

-50-

〔:::::]    52



(6)弥生時代後期の遺物

弥生時代後期の遺物は滞-08・ 09・ 10に伴って出土 したものと、包含層からの出土がある。包含層出土の遺物は調

査区全体から出上 したが、量は上記遺構の周辺が多い。

溝-08出土遺物 (第32図 14)有段口縁の壺。縁端部は外傾 し、屈曲部に鋭い稜をもつ。体部外面は丁寧なナデ調整。

濤-09出土遺物 (第32図 15・ 18～ 20・ 24)19は有段口縁の重。有段屈曲稜は明瞭でなく、端部は大きく外傾する。

口縁帯には幅広の擬凹線がめぐる。20は無顕のこで体部とは鋭角に折れ、鋭い稜を残す。外面横方向のヘラ磨き、内

面ハケメ調整。15。 18は無文の有段口縁の甕。15は 比較的幅広の口縁帯をもち、端部を丸くおさめる。体部内・外面

ハケメ調整。18は 小型甕で、縁屈曲部外面に突出した鋭い稜をもつ。体部最大径は上位にあり、底部は河ヽさく尖底を

なす。体部外面肩に横方向のハケメ、中・下位に粗い斜方向のハケメを残す。内面はケズリ調整。口径12,7cm、 高さ

13.8cm。 24は小型高杯の脚部破片で端部は面取 りされる。外面ヘラ磨き、内面にしばり痕を残 し、ハケメ調整。

溝-10出土遺物 (第33図 2～ 4)2は有段口縁をもつ高杯杯都。外部との境には内・外面に段をもち、全面赤彩す

る。 3は直線的に開いた体部をもつ蓋で、内・外面ヘラ磨きを施 し、外面赤彩。 4は内彎気味にのびる口縁部をもつ

鉢で小さな台が付 く。内・外面ヘラ磨きし、赤彩する。

包含層出土遺物 (第35図 1～ 20)1・ 2は「く」の字】大に外反 し、端部は内傾 した面をもつ甕。 3,4は無文の有段

口縁の甕。 3の日縁部はわずかに外傾する。端都近 くの内面は器厚を増 し、連続する指頭圧痕を残す。 4は直立する

幅広の日縁帯をもち、体部外面は斜方向のハケメ、内面はケズリ調整。 5。 6は擬凹線を施 した有段口縁の甕。口縁

部の外傾度が強 く、端部は尖 り気味におさめる。擬凹線は 5に 5条、 6に 6条施す。 6の体部外面に刺突列点文が施

され、内面はケズリ調整。 7は 「く」の字口縁の甕で、口縁部内面にハケメ調整する。 8は長頸の壼で、端部は折 り

返された口縁帯をもつ。頸部内・外面ハケメ調整。 9。 10。 17～ 20は高杯杯部・脚部破片、 9は有段口縁 をもつ高杯

で、小さな脚部が付 く。脚部内面以外赤彩する。11～ 15は蓋。つまみの頂部は平坦なもの (11・ 13・ 14)、 中央部が

凹むもの (12・ 15)があり、体部は直線的に「ハ」の字状に開くものが多い。12は 内 。外面赤彩され、回径9,2cm、

高さ3,7cm。 15は 日径9,0釦 、高さ4.4cmを 測る。

弥生時代後期の遺物について

出土遺物は濤-08～ 10の 遺構内及び周辺包含層からの出土が大部分である。器種には、こ・甕 。高杯 。鉢・蓋があ

る。甕は在地系の有段口縁甕と畿内系の「 く」の字口縁の甕、山陰系の甕がある。高杯・蓋には赤彩する個体が多 く、

遺構の性格を暗示するのかも知れない。これらの遺物の時期は、辻遺跡第 1群土器と第 2群土器の間に入る遺物が大

部分と推定される。

(7)古墳時代後期の遺物

古墳時代後期の遺物には土師器・須恵器がある。全て包含層出土遺物である。

土師器

養 (第 35図 22・ 23)「 く」の字に外反した口縁部をもつ甕。体部の張 りは弱 く、外面斜 。内面横方向のハケメ調整。

須恵器

高杯 (第35図24)短脚 1段の長方形の透しをもつ有蓋高杯。縁端都の内傾度がいちじるしく、底部外面に右まわり

のロクロ削 りを施す。日径10.7cm。

杯蓋 (第 35図47)内面にかえりをもつ杯蓋の小破片。かえりの先端は縁端部と同一。口径16.7cm。

古墳時代後期の遺物について

古墳時代後期の遺物の出土量は非常に少ない。須恵器高杯は陶邑編年〔田辺 1966〕 のT K47に 近 く6世紀前半の遺

物であろう。土師器甕・須恵器杯蓋はほぼ同一時期で 7世紀末頃に推定しておく。
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(8)平安時代の遺物

平安時代の遺物には須恵器・土師器がある。調査区全体から出土 しているが、特に建物-01～ 03周辺の包含層から

の出土量が多く、遺構内からの出土は数点と少ない。分類は、同一特徴をもつ遺物であることから一括記述する。

須恵器

須恵器は杯 B蓋・杯 B・ 杯 A・ 皿 A・ 瓶 。甕・壺・重蓋などの破片がある。

杯 B蓋 杯 B蓋は、つまみの有無、上末窯跡群の製品と生産地不明の製品によって 4群 に大別できる。 I群はつま

みが付き、頂部切 り離 しに糸切 り技法を用い、頂部肩に 1,2条のロクロ削 りを施すもの。Ⅱ群はつまみが付 き、頂

部はヘラ切 り技法によって切 り離 し、ロクロナデ調整する。ロクロ削 りを用いない。Ⅲ群はつまみが付かず、頂部は

糸切 り技法によって切 り離される。Ⅳ群はつまみが付かず、頂部はヘラ切 りによって切 り離 し、ロクロナデ調整及び

未調整のものである。

I群 (第 35図 25。 26・ 34～ 36。 38～ 40。 45。 48・ 49)口 径10.8～ 17.6cm、 高さ2.4～ 2.8cmの ものがある。つまみは

中央部がわずかに高 くなるものが多 く、最大径は2.3～ 2.4cm。 頂部は平坦で肩が張って斜下方にのび、縁部近 くで小

さく屈曲する。縁端部は九味をもって折れ、垂下、まき込み気味のものがある。頂部内面は中心部までロクロナデを

施す。

日径によって杯 BI蓋 (25・ 26。 34～ 36。 38～ 40・ 45、 口径10.8～ 12.4cm)最 も出土量が多い。38は穴-20出土。tt B

Ⅲ蓋 (48、 口径17.6cm)|こ 分かれる。

E群 (第 35図 27・ 28・ 37・ 41・ 50)全形を知 りえるものは非常に少ない。つまみの最大径は1.6～ 1.9cmと 小さく、

中央部がわずかに高 くなる。全体に焼成のあまいものが多い。日径11.8～ 12.4釦 、高さ2.2～ 2.7cmの ものがあるが、

細分出来る出土量はない。

Ⅲ群 (第35図 29・ 30。 32・ 42)つ まみが付かない頂部は平坦で、肩から斜下方にのび縁端部近 くで小さく屈曲し、

端部はまき込み気味におさめる。頂部タト面は糸切 り痕を残 し、軽 くナデを施すものもある。頂部内面は中心部までロ

クロナデ調整。口径11.8～ 12.4cm、 高さ2.2～ 2,7cmの ものがある。

V群 (第35図 33・ 46)ヘ ラ切 りされたやや九味をもつ頂部から斜下方にのび、縁端部近 くで小さく屈曲し、丸 く折

れてまき込む形態。端部は完全には丸 くならず稜を残す。焼成はややあまく、右まわりのロクロを使用 し、頂部外面

は軽いナデ調整。口径12.0～ 14.2cm、 高さ2.3cmの ものがある。

杯 B(第35図 51～ 59、 第36図 1～ 5)明確な特徴差はなく、分類が困難な個体もあるが、図示できた個体の大部分

は I群土器である。また、第35図 59。 第36図 5は古い様相を持ち、奈良時代に含まれるであろう。

I群 (51～ 57)口縁部は直線的に外傾するもの、端部近くで外傾度を増すものがある。高台は低 く、細いものが付

き、外端部は平坦、わずかにあがるものがある。

法量によって杯BI(52～ 57、 口径10.4～ 12.Ocm、 高さ3.9～ 4。 4cm)最 も出土量が多い。底部内面は中心部までロ

クロナデするものが大部分で仕上ナデしたものが 1点ある。外面はヘラ切 りし、高台貼 り付け後、周辺部をロクロナ

デしたものが多い。54は穴-34からの遺物。ttB Ⅱ (51・ 58。 口径14.0～ 15.4cm、 高さ5.7～ 6.2cm)58の 底部内面に

は一方向のナデ、51に は不定方向のナデが施され、底部外面はヘラ切 り。ナデ 。ロクロナデ調整。

杯 A(第 36図 6～ 14)河 破ヽ片が多く、図示できた個体は少ない。 6は建物-01,P5か らの出土。

I群 (7～ 12)日縁部が直線的に外傾するもの、端部近 くで内傾 。外傾するものがある。底部外面はヘラ切 り、軽

いナデ付け調整。内面は中心部までロクロナデ。口径11.0～ 12.Ocm、 高さ3.2～ 4.Ocmの 1種のみ。

Ⅲ群 (13・ 14)糸切 りの底部をもつ (13)と ヘラ切 り (14)がある。所属群が明確でないが、本群に含める。

皿A(第 36図 15。 16)底部ヘラ切 り (15)と 底部糸切 り(16)がある。上末窯跡群の製品と推定され、15は 口径13.4cm、
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高さ2.6cmを 測る。底部内面は中心部までロクロナデ調整。16は 国径14.3cm、 高さ2.8cmを 測る。

瓶 (第 36図 18～ 20)18は 建物 -03・ Pぉ より出土 した小型の瓶で日径4.4cm。 19は 長頸瓶の口縁で口径8.8cm。 20は

双耳瓶の口縁部で、縁端部は直立し、受口状を呈する。顎部外面中位に 1条の沈線がめぐる。口径11,8cm。

壺 (第 36図 17)月 型ヽ壺。国縁部は小さく外反してのび、端部は平坦。体部内・外面ロクロナデ調整。口径4.6cm。

土師器

土師器は、杯 A・ 杯 B・ 甕・塙がある。出土総数は少なくないが、復元 '図示できる個体が少ない。杯類は内・外

面赤彩 した杯 Aの破片が最も多く、少量の内面黒色の杯 A・ 杯 Bが見られる。

杯A(第36図 21～ 23)ロ クロ成形された高台の付かない杯。21は全形を知 りえる唯一の資料。口縁部は内彎気味に

のび、端部で外傾度を増 し、丸くおさめる。底部は糸切 り未調整。口縁部内・外面赤彩 し、口径12.8cm、 高さ4.Ocm。

杯B(第 36図 24・ 25)高台が付 く杯。25は高台が高 く、外端部はあがる。24・ 25と も底部に糸切 り痕を残す。

養 (第 36図 26～ 45)全形を知 りえるものはない。日径10.8～ 30,6cmの ものがあり、大。中・小の 3種が予想される。

口縁部形態はバラエテイーに富むが、 4類 6形態に細分する。 A(29。 38)縁端部をつまみ上げて断面三角形の小さな

口縁帯を作るもの。 B(28。 41)端 部を内面に巻き込む形態で端部先端と内面に隙間をもつ。 CI(27・ 34・ 43・ 45)縁端部

近くで内屈し、端部を肥厚させたもの。34は穴-24か ら出土。Cゼ (42)内端部を小さくつまみ出したもの。Dl(33・ 39・ 40)

縁端部内面を肥厚気味に仕上げたもの。 Dz(31・ 32・ 35～ 37・ 44)縁端部を内狽1に折 り返 して肥厚させたもので、完全に

は丸まらず稜をもち肥厚幅も狭い。D.(30)縁 端部外側を肥厚気味にしたもの。型式学的にはAか らCに推移すると

想定されるが、遺跡では数形態併存が考えられる。26は小型甕で体部はロクロ成形され、底部との境に横方向のケズ

リを施す。底部は糸切 り未調整。34の外部外面上半にカキメ、内面にカキメ、ロクロナデを施す。下半は外面タタキ

メ、内面にハケ・ナデ調整 しアテ具を残さない。又、放射状アテ具痕を残す破片が数点ある。

蝸 (第 36図46～48)日 径31.6～ 40,8cmの ものがある。日縁部形態は、C?(48)、 Dゼ (46。 47)がある。

平安時代の須恵器について

須恵器杯 B蓋・杯 B。 杯 Aを Ⅳ群に分類 した。 IoⅢ 群土器は、胎土・焼成・糸切 り技法から、当遺跡より南南東 9 km

に所在する上末窯跡群の製品と推定される。Ⅱ・Ⅳ群土器は二・Ⅲ群土器と識別の困難な個体も含まれるが、頂部切 り

離しにヘラ切 り技法を用い、胎土・焼成が若千異なることから別の窯跡群の製品と推定できる。

1群土器は上末窯跡群の法光寺谷 1号窯〔藤田 1974・ 酒井 1979〕 の遺物と推定する。tt B蓋 は杯 BI蓋 (口 径

10,8～ 12.4cm)の ものが大部分で、杯 BⅡ 蓋はみられず、杯 BⅢ 蓋 (口 径17.6cm)が 1点ある。杯 Bも 同様に杯 BI

(口 径10.4～ 12.Ocm)が大部分で杯 BⅡ が少量出土。Ⅲ群土器の杯 B蓋はつまみが付かず、頂部に糸切 り痕を残 し、

胎土・焼成が I群土器と同一であ ことから上末窯跡群の製品と推定される。しかし、現段階では窯跡名まで特定で

きない。Ⅱ・Ⅳ群土器の特徴をもつ窯跡は県東部では知られておらず、現段階では県西部の窯跡群からもたらされた

ものと推定 しておく。

上記土器群の時期及び併行関係について触れる。I・ Ⅱ群土器、Ⅱ・IV群土器はそれぞれほぼ併行関係にあり、I・

Ⅱ群土器が先行する。しかし、高田市末窯跡群〔西井 1986〕 では、つまみをもつ蓋、もたない蓋の 2形態が同一窯跡

から採集されており、 I・ Ⅱ群土器とⅢ oⅣ群土器は非常に近接 した時間幅であろう。

実年代については、平城京の調査〔小笠原 1975〕 、篠窯跡群の調査〔石井 1983〕 から少なくとも9世紀後半代には

つまみの付かない蓋が出現しており、Ⅲ oIV群土器を9世紀後半代から末頃におきたい。また、先行形態である I。

Ⅱ群土器は 9世紀中頃を中心とする年代と推定 しておく。

土師器と須恵器の併行関係については明確にできないが、少なくともA形態からC形態への変化があり、実年代も

須恵器と同様であろう。                                      (池 野)
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Ⅳ 調査成果

1日 辻遺跡
(1)弥生・古墳時代の遺物について

弥生・古墳時代の遺物は、調査区西狽1の包含層からの出土が大部分で、遺構からの出土は少ない。時期幅を考慮す

る必要があるが、この中でも、X5Y5区 土器ダマリ出土遺物は、一括遺物に近い状態と推定される。以下、前述 し

た器種分類に従って各遺跡出土遺物と比較しながら記述する。器種は、こ 。甕 。鉢・高杯・器台・蓋があり、甕の出

土量が最も多い。

壷

12類16形態に分類 したが、各形態とも量が少なく、 1～ 2個体程度である。Aは、いわゆる長頸重に属する壺で、

長い体部が付 くと推定される。調整はハケメ仕上げで、ヘラミガキを加えたものはない。 Bは類例に乏しいが、日縁

部断面三角形を呈する形状は古い様相である。Cは外反してのびた口縁部をもち、端部は面をなす壼で、Clは大き

く張った体部が付 く。類例は江上A遺跡 S D01〔久  々1982〕 に見られる。 Cッ は縁端部を上方・下方に広げたこで、

佐伯遺跡〔池野 1979〕 に類似例がある。Dは屈曲の稜が不明瞭な斐口縁に似た壼で、類似例は奥原遺跡 7号住居跡〔西

野 1982〕 に近い。 Eは大きく外反する壺で途中に形骸化 した有段状の段をもち、この特徴が時期を知る手がかりに

なろう。Fは有段口縁のこで、Flは中山南遺跡〔橋本 1971〕 、串田新遺跡第4号住居跡〔高橋 1981〕 など類例は多い。

F?は中型の有段口縁重で、屈曲部が中位に位置し、外傾度は強くない。F3は底部が尖り気味におさめる特徴をもち、

口縁帝の幅広な例が中山南遺跡にみられる。Gは無頸の重で脚の有無は不明。 Iは土器ダマリ出土の装飾重。中山南

遺跡、須田遺跡〔上野 1972〕 に類似例がある。」は直線的に開く口縁部をもつ小型壺。Kは「く」の字口縁に平底の

大きな底部をもつ壼で、南太閤山I遺跡〔岸本 1985〕 に類似する。

甕

15類38形態に分類 した。 Aは擬凹線 を施す有段口縁甕。 A,は 回縁帯の幅が狭 く、上方向につ まみ上 tデた程度のも

ので、端部は内傾するものはない。類例は江上 A遺跡の S D01に ある。 Aど はAlよ り回縁帯が幅広になるが、同一期

であろう。A3は前 2者 と製作を異にし、頸部と口縁部の器厚が同一のもの。Alは 口縁端部が面取 りされたように平

坦になり口縁部は幅広い。 Aら は全て土器ダマリから出土 し、体部内面はナデ調整。小型甕の体部は丸味をもち、小

さな底部が付 く。 Bは無文の有段口縁甕。 BIと Alと 口縁部形態が同一。 Bど は狭い口縁帯が外方向にのびた甕で、第

9図 4は住居跡出土。江上A遺跡 S D01に類例がある。B4は 日縁屈曲部が明瞭な甕。BIは 回縁屈曲部がふ くらむも

ので、第 9図 8は住居跡出土。 Bら は屈曲部の稜が明瞭でないもの。B6は 口縁が直立 し、体部の張 りが強いもので、

中山南遺跡に類似例がある。B7の大部分は土器ダマリ出土。体部内面調整はナデが主然で、顕部内面に綾杉状のハ

ケメを残す。この特徴は、 Aio K I・ K6に もみられる。Cは近江系の受口状口縁の甕。 4形態に細分 したが、縁端部を

外方に引き出した形態のものはなく、端部は面取 りされて平坦となり、内傾するものが多い。CIは 大きく弧を描い

て外反し、C2は顕部が明瞭に折れる。両者は平行沈線文・亦1突列点文が施文され、古い様相をもつ。CIは 日縁部が

外傾するもの、CIは 内傾気味のもので刺突列点文をもつ。 Cぅ は施文されていないもの。体部内面の調整はハケメを

施す。Dはつまみあげた小さな尖 り気味の口縁をもつ甕で、 Dl・ Dゼ とも江上A遺跡 S D01に類例がある。 Eは 内傾

する口縁帯をもつ小型甕。 Fは斜下方に折 り返した口縁の甕で、徳前 C遺跡〔浜野 1983〕 に近いものがある。Gは上

方向につまみあげた小さな日縁帯をもつ甕で小型が多い。 Hは屈曲の弱い「く」の字状をなし、端部は内傾気味。土器

ダマリ出土。Iは広日の体部が張る甕。 Jは「く」の字状に外反した日縁の端部は面をもつ。 Kは「く」の字口縁で端部

に面をもつ甕で 9形態に細分 した。 Kl・ Kゼ はK類の中で古い様相をもつ。K3～ Kら は全て土器ダマリからの出土で、
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口縁部の形態差から細分 したが微妙な個体もある。体部の最大径は上位にあり、平底の小さな底部が付 く。体部内面

調整は、ナデが主体を占め、ハケメ、浅い部分的なケズリが少量ある。日縁部内面は強いヨコナデによって凹み、縁

端部は内傾 し、面は丸味をもつ特徴がある。K6は 大きくカーブを描いてのびる日縁部をもち、端部は面をもつ。第

17図 12は土器ダマリ出土。第12図20の体部は長 く、K3～ Kぅに比べて新 しい要素をもつが、体部内面が丁寧なナデ調

整する共通点もみられる。KFは小型の甕で第16図 9。 10が土器ダマリ出土。第11図 28は大きな平底の底部が付き、趣

を異にする。KBは大きく長 く「 く」の字状に開く甕で、体部内面はナデ調整する。類似例は徳前 C遺跡にみられる。

Lは穴-25出土。Mは「く」の字口縁の甕で、端部に外傾した面をもつ。類例は徳前 C遺跡にある。 Nは 日縁部内面を

肥厚気味にしたもの。Oは端部を丸 くおさめた甕。01は K6の頸部形態に似る。体部内面調整は、第17図 7がハケメ

の後ナデる。類例は飯野新屋遺跡滞状遺構 1〔古川 1984〕 、徳前 C遺跡にある。第17図 7・ 11が土器ダマリ出土。02

は縁端部の器厚が薄くなる甕で、第12図25の体部は球状をなし、体部内面調整は、ハケ、ナデを併用するがナデの範

囲が広い。この手の土器は、出土例が少ないが南太閤山 I遺跡旧河道〔池野 1983〕 に最も近い。

鉢

6類 17形態に分類 した。出土量は、 E・ Fを 除くと各形態 1～ 2点程度である。Aは有段口縁をもつ鉢。Alは頸部

が斜上方にのび、内面は体部との境に稜をもつ鉢で江上A遺跡 S D01に類似する。Azは近江系の鉢で体部外面はハ

ケメ調整。A3は 日縁が長 くのび、奥原遺跡第 4号住に近い。Alは大型鉢。A5は畿内系の鉢であろう。 Bは 2段に折

れる鉢で塚崎遺跡 6号竪穴 1/1ヽ嶋 1976〕 に近い。 Cは「く」の字状の口縁をもつ鉢で、第13図 6は江上A遺跡 S D01に

類例がある。第13図 4は体部に丸味をもち、新 しくなる要素をもつ。Dlは いわゆる小型九底壷に入るが、第13図 7

は外傾度が強く、第13図 8は口縁部が小さく、体部のくびれが弱い。後者の類似例は串田新遺跡第 2号住居跡にみら

れる。Dzは脚が付 く鉢で土器ダマリ出土。 E2は皿状の鉢で類例は乏しい。 E3・ EIは椀状の鉢。E5の体部形態はF2

の有孔鉢に似る。土器ダマリ出土。Fiは 5個の円孔を底部にもつ有孔鉢。Fzの内第18図 12は土器ダマリ出土。

高杯

8類 9形態に分類 した。全形を知 りえる資料が少なく、杯部の形態差によった。 Al・ A2は 口縁部の長さが短いも

ので江上A遺跡 S D01に類似する。Bは棒状有段脚に、日縁高が体部高を越える杯部が付 く。Cは 日縁部が外彎して、

長 くのびた杯都が付 く。Dは在地系の高杯。有段口縁の屈曲が明瞭でなく、体部は九味を失う。 Eは内彎 して開く杯

部に、直線的に開く脚部が付 く。 Eは東海系の高杯。Gは椀状、逆台形の小さな杯部が付 くと推定される高杯。 Hは

脚部が途中で屈曲するもので畿内系の高杯。土器ダマリ出土。

器台

4類 5形態に分類した。Aは筒形の器台。A2は受部が未発達で、端部に面を残すなど古い様相をもつ。Bは大型器台で、

日縁部形態は高杯 Cに似る。Cは有段状の小型器台で、祖形は江上A遺跡S D01に みられる。第18図 16は土器ダマリ出土。

Dはいわゆる小型器台で、孔は円柱状をなし、受端部を丸くおさめる。第18図 14・ 15・ 17は土器ダマリ出土。

蓋

2類に分類した。 Bは小型壺の蓋。

以上、各器種について検討 したが、これらの併行関係について触れる。前述の検討から出土遺物は、 3群に分ける

ことが可能であろう。第 1群土器は、江上A遺跡 S D01出土遺物を中心とする群、第 2群土器は本江遺跡第 1号住居

跡出土遺物 1/1ヽ 島 1979〕 を中心とする群。この群は土器ダマリ出土遺物が主体となる。第 3群土器は南太閤山 I遺跡

旧河道出土遺物を下限とする群である。

第 1群土器

霊 Aド A2・ B o Cl・ Cz・ D・ G、 甕 Aド A2・ A3・ Bl・ B″・B3・ BI・ B5・ C,・ Cゼ 。C3° CI° C5・ D:・ D2・ F・ G・ IoJ・ KJ・
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Kι o M、 鉢 AI・ Azo Al・ Al・ C・ El・ Fl・ F?、 高杯 Alo Aを・B、 器台 Al・ A2・ Bが含まれる。上限は甕 Cl・ C2の 出土に

より、江上 A遺跡 S D01よ り古 くなるであろう。また、近江系土器の出土量の多さも注目される。

第 2群土器 (第37図 )

壼 FI・ F2・ Fド H・ I、 甕Aド A5・ B6・ B7° EoH・ Kぉ・Kl・ K5・ KF・ K,、 今ヽ Aぅ 。B・ Dl・ Dゼ・EI・ E Io Es、 高杯 CoD・ E・

FoG・ H、 器台 C・ D、 蓋 A・ Bが含まれる。本群は土器ダマ リ出土遺物が主体を占めることから、 I・ Π群より時間

幅は短いであろう。重 Iは石川県では法仏期の遺物とされているが、中山南遺跡にみられることから本群に含めた。

奏 E、 鉢 E3・ Elの所属時期が明確でないが、E3の一部が第 1群土器へ、E,の一部が第 3群土器に入る可能性がある。

また、鉢 Fゼの一部も本群に入るであろう。

本群の特徴は、甕の主体が伝統的な有段口縁甕から「 く」の字口縁甕Kl～ Kぅ に変わる。また、体部内面調整もケ

ズリ調整からナデ調整へ主体が移行する。鉢はDlが出現 し、高杯には在地系の C・ Dの他に、新たにE・ F・ G・

Hがみられる。器台は在地系のCに新たにDが加わるなど土器組成に大きな変化がみられる時期である。

第 3群土器

壺 E・ J・ K、 甕 K6・ Kド・M・ No01・ 02、 鉢 Eゼ 。E6が含まれる。重 Jは本江遺跡 1号住居跡に類似する壺がみられ、

第 2群土器に入る可能性がある。甕 K6・ Kぉ。0,は 、第 2群土器奏の主体になるK.～ Kらに類似点を多くもち、 K6・ 01

の一部は土器ダマリからも出土 している。しかし、頭部・体部形態が大きく異なることから後続する時期と推定 して

おきたい。また、本群の中でも新 しい様相をもつ甕 0ゼ は、体部が球形に近 く、内面調整がナデを主体に施されるこ

となどから、南太閤山 I遺跡旧河道出土遺物と同時期にしておく。県内では古墳時代前期・中期前半の土器が明確で

なく、山陰系の内面肥厚 した土器の出土も県西部を除くと皆無に等 しい。甕 Nがその影響下に生まれた器種とも推定

されるが今後の類例を待ちたい。 (池野 )

＼
＼
J/▽

丞

×
第37図 第 2群土器
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(2)中世の木製祭具について

辻遺跡出土の木製品は生活・生産用具と祭具に大別されるが、生活・生産用具の割合に対 して、祭具の量が比較的

多い。祭具には板碑状木製品、形代 (人形等)、 刀形、陽物、底部穿孔漆器椀等が挙げられ、 B～ D区に集中して出

土している。濤底面で部分的に集中した状態で出上 したこれらは、他の場所で何らかの祭祀を行い、終了後に一括廃

棄されたものと思われる。その祭祀とはどういうものであったか、個々の遺物から検討 したい。

板碑状木製品 頭部の形態から筆者が任意に命名したものであるが、まず、これに形態上類似するものとしては、

①富山県上市町江上B遺跡SD-070〔 (204)× 33× 5〕 。SD-004〔 267× 28× 5〕 〔宮田 1984〕

②新潟県白根市馬場屋敷下層遺跡G3区「☆蘇匠 ヨ 九□八十一」「☆ (梵字)」 〔268× 33× 3〕 〔遠藤 1983)がある。

②は平安時代末から斎串に代わって出土量が
'曽

加する呪符木簡の一種である。呪符木簡については、志田原重人氏

が4型式を11分類しておられる〔志田原 1984〕 。長方形で方頭・圭頭のもの、下端部を尖らせて頭部が方頭。圭頭の

ものが主流を占めているようで、頭部を圭頭にし、左右 2ヶ 所の切れ込みを入れ、下端部を尖らす型式は呪符におい

ても少ないようである。下端部を尖らす事は斎串の影響と思われるが、頭部を板碑状にするのは、板塔婆、又は、13

世紀に急激に増加した板碑の影響であろうか。時期は、①は14世紀、②は13世紀末から14世紀初である。

次に、墨痕の「大般若経」の類例をあげる。

③石川県鳳至郡穴水町御館遺跡包含層「大般若経転読|  」〔(135)X(45)× 3〕

①福井県福井市城戸ノ内町一乗寺谷朝倉氏遺跡北外濠「(梵字)奉韓□」(梵字は大般若の種字)〔 (148)× 71× 5〕

⑤大阪府東大阪市若江東・北。南町若江遺跡堀跡(濤 -18)「奉韓讀大般若経難信解品之翻也 正月三日」〔180× 29× 5〕

⑥高知県南国市田村田村城跡堀跡「(掩字)奉韓讀大般若経一部六□ ⑤帰命十六善榊□□ の大永□年□□」〔(252)X

43× 7〕 (文頭に金岡1界大日如来を表わす梵字。右下文頭に般若菩薩を表わす梵字。)

⑦高知県吾川郡春野町芳原城跡包含層「奉韓讀大般若経□一部 明應二年七月」〔322× 29× 2.5〕

③静岡県焼津市小川小川城遺跡井戸跡「奉韓讀大般若経」〔(134)× 48× 5。 (98)X(23)× 6・ (76)× (31)× 5〕

③広島県福山市草戸千軒町遺跡 S D 760「 (梵字)奉韓讀大般若経一笛除1  来 二月□」〔(315)× 60× 5〕 (四方

四仏を意味する符号の下に般若菩薩を表わす梵字。「禾」は「永」の異体字。)

⑩    ク      ク    S D620「大般若経韓讀」〔(154)× 44× 6〕

〇広島県尾道市久保尾道市街地遺跡B地点包含層「大般若経韓讀制也□ 正月十三日」〔342× 56× 5〕

③～①〔広島 1984〕 〔長さ×幅×厚さ〕(単位はmm)

赤外線写真撮影の結果、当遺跡の6点 (第 38図)は、 1が「大般若□□」、2が「大般若経」、3が「大| 」、4,6

が「大般若心経」か、8は「大般若経」と読める。③～①は主に15～ 16世紀の館跡等から出土しており、頭部を主頭、又

は九く仕上げた御札である。当遺跡の如き形態で、「大般若経」の墨痕を残す類例は見当らず、時期的にも幾分新しい。

大般若経は全600巻から成る経典で、転読とは、全巻を読まずに経巻の初めの数行又は経題、巻数、訳書名だけを読み、

巻を捧げて翻播して全巻を読誦したことにするものである。大般若経を転読する大般若会の儀式は、古くは8世紀初

めより鎮護国家、除災招福を目的として国家的規模で行われ、後には疾病退散、天災消除、怨敵降伏等種々の祈願に

功徳があるとされ、民間にも広がったらしい。特に雨迄いに頻繁に行われたと言う〔藤井 1984〕 。大般若経を転読す

ることでどのような祈願が成されたかについては、他の伴出した祭具や出土状況から推測するしかない。③は近くに

配石墓が有り、⑩は板塔婆や位牌、卒塔婆が伴出しており、共に追善供養の色彩が強い。①は船形 3、 魚形 1、 人形 7

が伴出している。⑥では周辺 lmの範囲に完形の手捏ね土師質小皿8と 杯4が一括出土している。

刀形 刀形は、祓の場を罪械、悪気から送断する効力を持っているとされ、早くは6世紀代より出現する〔金子

1980〕 。中世に至ってもその効力は失わず、各地で出土している。一般に刀形は、実物よリデフォルメされ、造りも
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平坦かつ粗雑なものが多い。当遺跡出土例は、刀形というよりは木製の刀のミニチュアと言っていいような精良品で

ある。又、別造りの鍔を装着したまま出土した例は他に類例が見られない。一般に、鍔そのものは造り付けに表現し

たものが多く、神奈川県千葉地遺跡〔広島 1984〕 では、刀身と鍔状木製品と鞘が出土した例がある。刀身先端が切り

取られたようになっているのは、造りから見て、造った当初の時のものではなく、故意に切り取ったと思われる。何

らかの意味があるのかもしれない。

人形 撫でることによって身体に蓄積 した機れや罪悪を人形に移して、身体を祓え浄めるためのもので、 7世紀後

半の律令的祭祀の普及に伴い増加する。当遺跡出土例の類似例としては、石川県穴水町白山橋遺跡の井戸跡周辺の方

形の掘方から、箸状木製品に覆れた状態で獅子頭、舟形、刀形、矢形、鳥形と伴出している〔四柳 1984〕 。

陽物 8世紀に出現し、中世にも受け継がれ、陽を呼び、陰なり病気の類を除き祓う要素を持つ〔水野 1979〕 。

底部穿孔漆器椀 管見の範囲では類例を見ない。神奈川県鶴岡八幡宮境内では、土師器に穿孔する例がある。

その他、祭具に成り得るものとして、箸は形状が箸に似ていても必ずしも箸とは言えず、古代の斎串のように聖空

間 (結界)を示す祭具の可能性があるという〔四柳 1984〕 。第22図 15。 24。 36。 39,40・ 45～ 50・ 53～ 58は径が l cm

内外、側面を削って円柱状に加工したものであるが、15の 如く両端先細りのものもあり、箸状品と同様の意味を持つ

木串の可能性がある。又、長さが50cm以 下、幅2～ 3 cmの建材を割り砕いた木片が大量に伴出しており、その中には

端部が炭化したものが数多く見られる。火を炊く時に使用した焚木材であろうか。

県内において、中世の木製祭具がこれほどまとまった形で出土したのは初めてである。ただ、当遺跡は祭具の廃棄

場であった滞の部分的検出であったため、祭祀の場やその社会的背景などの性格は把み難い。推測の域を出ないが、

墨痕から大般若経の奉読を行い、除災招福等を析願したことは間違いないであろう。その儀式は、律令的祭祀の残存

である人形、刀形、陽物等に加えて、頭部を板碑状にし、下端を尖らせた道教思想の影響が窺える形態の木製品を使

用し、「大般若経」という仏教的要素を加えた過渡的形態であったと思われる。①の江上B遺跡出上の 2例には墨痕

が見られなかったが、時期的には距離的にも近接 しており、同様な祭祀が行われた可能性がある。 (】し,II)

第38図 板碑状木製品墨書 (番号は第21図 に準ずる)
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2

(1)

遺構

浦田遺跡
弥生時代中期の遺構と遺物

検出された遺構は、中期の穴 7・ 濤 2条、中～後期の濤 3条であるが、その性格は不明なものが多い。従ってここ

では中期の遺構について、遺物から相互の時期関係を知 り得るものについて簡略に記す。

まず穴-05・ 09と 濤-05については、各遺構から出土 した破片で一個体 (第 32図 6)が復元されたこと、穴-05。 09か

らは後述するⅡ期の特徴的器種である甕 B類が多 く出土 していること等から、ほぼ同時期 (Ⅲ 期)の遺構と考えられる。

また穴-08か らも甕B類 (第32図 9)が出上 しており、やはり同時期あるいは近い時期の遺構と考えられる。

遺物

調査では弥生時代中期の土器が多 く得られた。これらは遺構・包含層各々から出土しているが、復元されたものの

ほとんどは遺構から出土したもので、相互の関係をおさえうるものである。県内においては弥生時代中期の遺跡は少

なく、土器がある程度一括して出土している遺跡としては石塚遺跡 。魚弟遺跡・小杉流通業務団地内No21遺跡 〔上野

1985〕 ・中小泉遺跡 〔狩野 1982〕 などが挙げられるにすぎない。その中で今回出土した土器は、相互の時期関係も

ある程度おさえられ、きわめて良好かつ重要な資料であるといえよう。

県内の弥生時代中期の時期区分は、『富山県史』考古編の中で上野章氏によって初頭期・石塚I～ Ⅳ期の5期 に区

分されたのが基本となっている 〔上野 1972〕 。その後、上野氏は石塚Ⅳ期の上器をI・ Ⅱ期に伴うものとし 〔上野

1985〕 、中期櫛描文土器群をI～ Ⅲ期に区分して現在に至っている。

ここでは以上の研究成果をもとに浦田遺跡出土資料を加え、中期櫛描文土器群について検討する。以下にその概要

を記す。なお今回は、比較的多量に出土している甕・壺・鉢について検討した。また分類方法は、A・ Bは器形によ

るもので、 1・ 2類は1類が櫛描文を施すもの 。2類がハケメのみのものとしてある。

I期 (第40図① l～ 6、 第40図②28～ 33・ 52)

養 A類 には1類 と2類があるが、B類は1類のみで数もA類に比べ極端に少ない。

壺 A類には 1類 と2類があり、B類は 1類のみである。

鉢 A類のみである。

器形の特徴としては、甕・壺A類の日縁部が直線的に開くこと、日縁部に突起がつくものの存在 (1・ 5)な どが

あげられる。特に後者は前代から続 く古い要素と考えられる。

文様では扇形の連続 した波状文 (2,32)、 大きな波状文 (33)、 横型の流水文 (29)な ど、回転台の活用が不充分

な結果と考えられる文様が日立ち、櫛描文が全体に整っていない。

江期 (第40図① 7～ 21、 第40図②34～ 44・ 53～ 56)

養 Al類 が見られなくなり、B類では 1類の量が飛躍的に増えて 2類 も出現する。またA3・ C類 も出現する。

壼 B2・ C・ D類が出現する。B2類 には完形品はないが、38は 回縁部内面の羽状刺突文などⅢ期のB2類 に共

通した要素が見られる。またC・ D類は外来系のものであろう。

鉢 B類が出現 し、量的にもI期 に比べて多い。

器形の特徴としては、甕・重A類の口縁部が先端部で再度外反するものが多数を占めることがまずあげられる。こ

れはB類器形の盛行と関連 していると考えられる。この他に甕B類の胴部が円筒状になること、壺 Al・ Bl類 と鉢

に回縁部が肥厚 したもの (34・ 40。 53・ 55・ 56)が現われること、鉢に口縁部がやや直線的に開くB類が現われるこ

と、甕の日縁部形を模 した鉢 (54)が存在すること等があげられる。

文様の特徴としては、櫛描文が全体的に整っていること、連続圧痕文 (14な ど)が使用されること、B類器形の粗
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製品 (B2類 )が現われること、甕に羽状ハケメが目立つこ

と (9な ど)があげられる。

また外来系と考えられる土器 (甕 A3・ C類、こ C・ D類 )

が増加するのも特徴的である。

Ⅲ期 (第40図①22～ 27、 第40図②45～ 51)

養 櫛描文を施すもの (Al・ Bl類)が見られず、A3

類の量が若千増加する。またB2類 も極端に減小する。

壷 C・ D類が見られなくなり、全体的に粗製のものが多

くなる。

鉢 完形品は見られず、量的にごく少ないと考えられる。

器形の特徴としては、甕では全体的に胴部の張 りが弱 くな

ること (22な ど)、 甕B類の回縁部が萎縮すること (27)、 甕

A3類の口縁部が内湾して受口状を呈するものが現われるこ

と (25な ど)、 甕・壼 ともに口縁端部をヨコナデして面をも

つものが現われること (23・ 45な ど)があげられる。

文様の特徴としては、櫛描文が壼にしか見られないことが

あげられる。

以上、各期別に述べてきたが、各期を通してみるならば、

櫛描文は I期 に普及し、Ⅱ期に盛行 し、Ⅲ期に衰退するとい

える。また器形の変化は甕において著 しく、 I期 にはA類が

盛行 し、Ⅱ期にはB類が盛行 し、Ⅲ期にはA・ B類 ともに衰

退するが特にB類の衰退が著しいといえる。

また県西部にある石塚遺跡では I期から土器が出土 してお

り、櫛枯文をもつ甕の主流はA類になっている。一方県東部

にある浦田遺跡では I期 と考えられる土器はごく少なく、櫛

描文をもつ甕の主流も在地的器形と考えられるB類で占めら

れており、県東部と西部の地域性の違いと考えられる。

最後に、これまで県内の弥生時代中期の時期区分としては

石塚 I～ Ⅱ期の区分が用いられてきたが、今回浦田遺跡で得

られた資料は各期の特徴をより明確にしたといえよう。しか

しながら、各類の特徴の中には時期差によるものかどうか確

かでないものも多く、絶対的な資料の不足が強く感じられる。

今後の資料の増加が待たれるところである。

弥生時代中期の遺構

0           1o 20m

弥生時代後期の遺構
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(2)平安時代の遺構

今回の調査で検出された同時期の遺構は、掘立柱建物 4棟、掘立柱建物の柱穴 5、 穴 2、 濤 1条である。これは調

査対象区が古代集落の一画にすぎなかったことによる。このため集落構造を明らかにすることは困難である。

従って、ここでは富山 。石川両県の掘立柱建物との比較を通 し、また遺物の出土状況も考慮 して、集落の時期 。性

格を検討する。

建物の規模と構造

検出された建物は、3間 ×2間が 1棟 (建物-03)・ 2間 ×2間が 2棟 (建物-01・ 02)。 1間 × 1間以上が 1棟 (建

物-04)の 4棟である。これらはいずれも古代集落を形成する普遍的規模の建物であり 〔岸本 1986〕 、建物全体の

中で同規模のものが占める率は64%に もなる。しかし2間 ×2間の建物に限って比較すると、浦田遺跡の 2棟には若

千の特殊性が見られるため、以下ではその 2棟 (建物-01・ 02)に ついてとりあげる。

建物の規模からみると、浦田遺跡の 2棟は建物-01が桁行・梁行ともに総長5,4m(18尺 )で平面積29,16ド 、建物

-02が桁行総長5.4m(18尺 )。 梁行総長4.8m(16尺)で平面積25。 92Yn2で ぁる。これは富山・石川両県の 2間 ×2間

建物のほとんどが平面積20ド以下であることから、かなり大きいといえる。この 2棟に対比 しうるのは、入善町じょ

うべのま遺跡 〔橋本他 1975〕 にSB004(平 面積27.4m2).sB025(平 面積34.2ポ )の 2棟が見られるだけ

である。実際、両県下における平面積20H12以下の 2間 ×2間建物32棟中には総柱建物が16棟 (50%)も 存在し、この

規模のものは倉庫が多数を占めている。これに比べて浦田・ じょうべのま遺跡の 4棟は、規模がひとまわり大きくな

っていながら総柱ではなく、何らかの特殊な性格をもっていたものであろうと考えられる。

次に柱間寸法についてみると、浦田遺跡では建物-01は桁行・梁行ともに2.7m(9尺 )、 建物-02は桁行2.7m(9

尺)・ 梁行2.4m(8尺 )と いずれも完数尺を用いている。これを他遺跡についてみると、完数尺を用いている建物は

じょうべのま遺跡に 2棟 (SB004・ SB025)、 東江上遺跡 〔岸本 1981〕 に2棟 (建物11・ 13)、 石川県法仏

遺跡 〔湯尻 1983〕 B地 区に 1棟 (建物11)、 石川県寺家祭祀遺跡 〔小嶋 1979・ 1981〕 に 1棟 (建物06)の 6棟だ

けであり、 2間 ×2間建物32棟 中の 8棟 (25%)と 少数派である。さらに大型で完数尺を用いるものに限れば、32棟

中の4棟 (12.5%)と さらに少数派となり、やはり若干の特殊性が認められる。

遺跡の時期と性格

遺構の時期は出土遺物から知ることができ、建物-01の柱穴 Pio P5か ら9世紀後半の土師器・須恵器が出土して

いる。また遺跡全体からの出土遺物も9世紀中頃～末のもので占められており、建物の時期と一致する。

遺跡の性格を知る手がかりとしては遺物と集落構造があるが、当遺跡では集落構造は参考にできない。

遺物について県内を概観すると次のような傾向がみられる。すなわち官衛・庄家など公的性格の強い遺跡では食膳

具には土師器を用いる率が高 く、農村など一般集落では食膳具には須恵器を煮炊具には土師器を用いる率が高い。こ

の観点からみると、浦田遺跡では須恵器の食膳具・土師器の煮炊具が多量に出土 しており、一般的農村の傾向が現わ

れている。

古代集落の類型化は湯尻修平氏によって石川県下について行われており、掘立柱建物集落は第二～IV類 に分類され

ている 〔湯尻 1983〕 。この分類に従うと当遺跡は第IV類 の一般集落に入れられるが、前述したじょうべのま遺跡の

ものに類似 した 2棟 という特殊な要素も存在 し、この 2棟の存在が一般集落においていかなる意味をもつかは今後の

課題であり、資料の増加を待ちたい。

また、当遺跡の所在する浦田地区周辺は「東大寺領大薮庄」に比定されており 〔石原 1977〕 、存続期間は文献よ

り8世紀中頃～10世紀末と考えられている 〔奥田 1976〕 。そして当遺跡の営まれた時期も荘園存続期間に含まれて

おり、大藪庄と当遺跡を含む周辺遺跡との関係の解明も今後の大きな課題といえよう。

-65-

(森 )



(3)法光寺谷 1号窯跡の遺物

平安時代の須恵器のうち、 1群土器を法光寺谷 1号窯跡の遺物に比定した。法光寺谷 1号窯及び周辺は昭和53年 に

試掘調査が実施されている 〔酒井 1979〕 。調査所見によると、灰層の一部を確認し、数基の窯跡が認められた。

出土遺物 (第41図 、表 1)

出土須恵器は、杯 B蓋、杯 B、 杯 A、 皿A～ D、 長頸瓶、双耳瓶、盤、横瓶などがある。ここでは杯 B蓋、杯 B、

杯 A、 皿 A～ Dを紹介する。

杯 B蓋 (1～ 22)平坦な頂部からなだらかに縁部に至るもの、肩が張 り稜をなすものがある。頂部は糸切 り技法に

よって切 り離され、頂部肩に 1～ 2条のロクロ削 りを施す。頂部タト面は糸切 り痕を残すもの、ロクロナデによって消

えたものがある。17・ 19の頂部は笠状を呈して高 く、ロクロ削りの範囲が広 く、また、縁部の形態が異なることから

混入と推定され、辻遺跡出土遺物 (第20図 1・ 2)に似る。14は つまみの付かない蓋で、 1点出土。頂部外面は糸切

り、ロクロナデ調整する。

縁端部は九味をもって短 く折れ、端部がまき込み気味のもの、垂下するものがあり、前者が多い。頂部内面は中心

部までロクロナデ調整。ロクロの方向は、51点のうち、右まわリカM5点、左まわりが 6点で右まわりが約 9割 を占め

る。

日径によって杯 BI蓋 (1～ 11・ 13、 口径9.8～ 13.4cHl、 高さ1.9～ 2.9cHl)、 杯 BⅡ 蓋 (15・ 16。 18、 日径15,2～ 16。 9cm)、

杯 BⅡ蓋 (20～ 22・ 口径17.5～ 17.9cm)に分ける。量は46・ 6・ 3点をそれぞれ数え、杯 BI蓋が約 8害J強 を占める。

杯BI蓋 は口径10cm以下のものがあり、細分の可能性をもつ。つまみは中央部がわずかに高 くなるものが大部分で最

大径2.2～ 2.8cmo tt B Ⅲ蓋の頂都外面のロクロ削りの範囲は広い。22は縁端部近 くで大きく屈曲し、端部より下方に

のびる。

杯 B(23～ 46)タト傾する口縁部に高台が付 く杯。口縁部は直線的に外傾するもの、端部近 くでタト傾度を増すもの、

内彎気味にのびるものがある。高台は細 くて低い。端部は平坦なものが多い。底部外面はヘラ切 り、ロクロナデ調整。

法量によって杯 BI(23～ 39、 口径10.6～ 13,Ocm、 高さ3.5～ 4.5cHl)、 杯 BⅡ (40～ 45、 日径14.0～ 16.Ocm、 高さ

5,0～ 6.5cll)、 杯 BⅢ (46、 日径17.0～ 19,OcHl、 高さ7.2cm)に分ける。量は27・ 13・ 2点をそれぞれ数え、杯 BIが

約 6割強を占める。杯BIの底部内面は中心部までロクロナデにするものが大部分で、仕上ナデを施すものもある。

杯BⅡ 、杯 BⅡ は一方向のナデを施すものもある。

杯 A(47～ 54)無高台の杯。口縁部は直線的にタト傾するものが多く、底部は平底のもの、九底気味のものがある。

また、日縁部との境は九味をもつもの、稜をもつものがある。底都外面はヘラ切 り、内面は中心部までロクロナデ。

法量は杯AI(47～ 54、 口径11.5～ 13.0釦 、高さ3.0～ 4.lcm)のみ。

皿A(55～ 61)平坦な底部に外傾 した短い口縁部が付 く。口径13.5～ 15,Ocm、 高さ2.7～ 3.lcmの 1種のみ。底部外

面は、55カ消1り 、56がヘラ切 り、57～ 61が糸切 り痕を残す。

皿 B(63・ 64)高台が付 く皿。細 くふんばった高台が付き、日縁部は直線的に外傾する。64の底部外面は糸切 り。

皿C(62)外傾度の強い直線的にのびた日縁部が付 く無高台の皿。底部外面はヘラ切 り。日径12.4cHl、 高さ2.3cHl。

皿D(65)高 い高台が付き、日縁部は途中で折れて外傾度を増す。底部外面はヘラ切 り。口径17.3cm、 高さ3.9cm。

以上、試掘調査出土須恵器について述べたが、窯跡の特徴を要約すると、 1、 糸切 り技法は、杯 B蓋、皿 A・ Bに用

いられる。 2、 杯 B蓋は杯 BI蓋 (回径9.8～ 13.4cm)を 主に焼成する。杯 Bも 同様に杯 BI(回 径10,6～ 13.Ocm)

を主に焼成 し小型化が著しい。 3、 杯 Bは杯Aよ り多 く焼成されている。また杯 Bは、日径による分化のみで、高さ

による器種分化は認められない。 4、 瓶類は双耳瓶の焼成量が最も多く、長顕瓶の体部は、肩の張るもの、九いもの

がある。
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(4)上末窯跡群について

上末窯跡群は8世紀末から10世紀におよぶ窯跡群である 〔藤田 1974〕 。 8世紀末に比定されている釜谷窯跡の杯

B蓋の頂部外面は、ロクロ削り、ロクロナデが併存し、法光寺谷 1号窯で糸切り技法が認められるようになる。以後

糸切り技法が用いられ、最も新しいとされる法光寺谷 3号窯ではみられないという。採取遺物が少なく、実態把握が

今後に残された課題である。

上末窯跡群の特徴である糸切り技法及び独特の胎土焼成から供給された遺跡をみると、立山町浦田遺跡、辻遺跡を

はじめ、立山町利田横枕遺跡 〔藤田 1974〕 、魚津市佐伯遺跡、入善町じょうべのま遺跡、朝日町馬場山D遺跡があ

げられ、県東部に広く供給されている。西は大沢野町野沢遺跡で確認でき、現在のところ神通川が西端になる。また、

前掲遺跡の内、9世紀には当窯跡群の製品以外のものが多く含まれており、県西部の窯跡群からもたらされたものか、

東部に未発見の窯跡群が存在するのか追求する必要がある。 (池野 )

杯 B董

い

。
ド

表 口径→去量表 (皿 Aの 。印は糸切り底)



1

民〔〔::::::]:::::::'7:3
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0                  10Cm

第41図 法光寺合 I号窯跡出土遺物
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註

註 1 宇野隆夫氏の御教示を得た。

註 2 宇野隆夫氏の御教示を得た。
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図版 2

辻遺跡

1 溝-01・ 02全景
(束から)

2 溝-01B区 (南 から)

3 溝-01C区 (南から)

4 溝-01D区 (南から)

5 溝-01E区 (南から)

6 溝 01C区 出土刀形

7 溝-01西壁



図版 3

辻遺跡

1 発掘区西側全景
(Tl束から )

2 住 01周辺 (南か ら )

3 穴-31(西から)

4 穴-77(西から)
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図版 4

辻遺跡

1, 4と -01

2 X5Y5・ 6

3 X3・ 4Y5

4 X5Y5土器ゲマ リ

5 X5Y6

6.穴 -77

7 X6Y ll

8.穴-76付近



図版 5

辻遺跡
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